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表紙　田原  セイさん 85歳 
えがおdeプラチナFASHION塾
社交ダンス・むつみ会
フラ　ジャスミン
区老連グラウンドゴルフ大会
えがおの介護相談所
えがお文壇 
川柳 俳句 短歌　真龍堂の占い
小川さんの港北見どころ探訪
えがおのひろば
えがおの先生  松本 しのぶ先生
ボランティア募集・編集後記

港北警察署 ５４６-０１１０

えがお  1月号
港北区限定

港北区老人クラブ連合会 会員募集
健康・友愛・奉仕の精神を掲げて、老人福祉法に
基づき活動し、4600人以上の会員がいます。
令和3年度は60周年の記念の年です。
コロナ禍だからこそさまざな活動を通して会員同
士の交流が大切です。ぜひ会員になりませんか。
電話　547-6506（FAX共通）
番号の間違いのないようにお願い申し上げます

ま つ   も と

登録番号 030番 

松本 しのぶ先生
　日本スポーツ協会公認スポー
ツ指導員　エアロビックコーチ1
27歳からエアロビクスのコーチ
を務めるインストラクター。夫の
地元、日吉で横浜介護予防講座
の資格を取得し、講座を始める。
　松本先生の特徴はなんといっても音楽。音楽を使って
体操すると心地よく動けて、楽しく運動ができる。
　そのため曲選びは、教室にお越しになる参加者さん達
の世代や好きなものや特徴に合わせて念入りに選んで
いるとの事でした。
　体操がうまくできるかより「楽しいかどうか」が重要！
だから楽しそうなんですね！　アップテンポな曲でも繰り
返し挑戦していくうちにうまくできて達成感を得て自信
につながります。　外出しにくいから、と戸惑っていたり、
「友達がいないから・1人で心配かしら」と言う方こそ松本
先生のクラスはいかがでしょうか？
　腰や膝が痛いときこそ、介護などで体を酷使している
方こそ、痛みが出る前にぜひ体操にして体のメンテナン
スをすることがとても重要です ！

松本先生の教室情報
日常生活で継続できる体操を習得し、健康、体力の維持、
向上をめざす「粋な男の体操サークル」は参加者募集中 ！
新吉田地域ケアプラザで毎月第3木曜、第4水曜で 10時
~11時30分　☎592-2151担当河内さんまで
新規の講座やご依頼は松本先生まで090-2219-7153
えがおの先生になりたい！　松本先生への依頼は
☎090-8305-1006 　えがお　でも受け付けます。

プ
ラ
チ
ナ
世
代
が
稽
古
。チ

ケ
ッ
ト
制
で
お
気
軽
に
無
料

体
験
有
り
菊
名
地
区
セ
ン

タ
ー
・
毎
週
水
曜
・
隔
週
木

曜・費
用・個
人
稽
古
月
４
回

８
０
０
０
円（
チ
ケ
ッ
ト
１
回

２
５
０
０
円
）・グ
ル
ー
プ
稽

古
月
２
回
３
０
０
０
円
・
浴

衣
、帯
は
無
料
レ
ン
タ
ル
有
。

足
袋
・
白
い
く
つ
下
用
意
・

【
問
】☎
０
９
０（
１
２
６
０
）

４
５
１
１

水
木
さ
ん
ま
で

水
木
流
日
本
舞
踊
教
室

臨
床
美
術
教
室・認
知
症
の

予
防
や
ケ
ア
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
城
郷
小
机
地
区
セ
ン

タ
ー・毎
月
第
１
土
曜
12
時

10
分
〜
14
時
半
２
３
０
０
円

（
材
料
費
込
）手
ぶ
ら
で
ど
う

ぞ
☎
０
８
０（
５
４
１
８
）５

０
７
１

え
が
お
の
先
生
・

越
前
吉
子
さ
ん

い
き
い
き
ア
ー
ト

音
楽
と
落
語
の
宅
配
便・前

半
は
童
謡
唱
歌・後
半
は
落

語・樽
町
ケ
ア
プ
ラ
ザ
12
月

18
日（
土
）10
時
〜
11
時
半・５

０
０
円（
お
茶・飴
代
）こ
の

あ
と
は
１
月
15
日
・
29
日

（
土
曜
開
催
）☎（
５
４
５
）２

３
７
５・濱
崎
さ
ん
ま
で

志
隆
の
会

蕎
麦
好
き
な
人
は
ぜ
ひ一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か・仲
町

台
地
区
セ
ン
タ
ー・港
北
区

の
方
募
集
中
・
第
２・
４
金

曜・【
費
】月
１
０
０
０
円
別

途
蕎
麦
粉
代
金【
持
】エ
プ

ロ
ン・
三
角
巾
他
☎
０
９
０

（
９
１
８
１
）１
６
３
２
杉
山

蕎
麦
の
会

１
月
29
日（
土
）・菊
名
地
区

セ
ン
タ
ー
・14
時
〜
15
時
半

【
定・先
】30
名【
申
】来
館・☎

【
受
】
12
月
17
日
10
時
〜
無

料・出
演・浪
漫
亭
来
舞・千

里
家
圓
九・千
弦
家
こ
ま
り

☎（
４
２
１
）１
２
１
４
ま
で

新
春
菊
名
寄
席

編
み
物
の
疑
問
を
解
消・１

月
26
日（
水
）13
時
半~

15
時

半・樽
町
ケ
ア
プ
ラ
ザ・定
員

15
名・【
費
】無
料【
持
】材
料

持
ち
込
み
・
講
師:

池
内
俊

輔
・
智
子
両
氏（
綱
島
駅
旧

駅
ビ
ル
の
手
芸
店
亜
華
絲

屋
の
元
経
営
者
）【
受
】１
月

５
日（
水
）~

１
月
16
日（
日
）

【
申
】☎（
５
３
２
）２
５
０
１   

ニ
ッ
ト
カ
フ
ェ
た
る
ま
ち

横
浜
ド
リ
ー
マ
ー
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ・グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ・会
員
32
名（
94
歳
〜

64
歳
）横
浜
ラ
ポ
ー
ル（
鳥
山

町
１
７
５
２
）活
動
日
・
第

１・３・４
火
木・第
２
火・９

時
半
〜
11
時・【
費
】年
４
０
０

０
円・【
持
】・帽
子・運
動
靴

３
日
間
無
料
体
験
有
☎（
４

３
１
）８
４
３
５
黒
川
さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
募
集

１
月
22
日（
土
）
13
時
半
〜・

港
北
公
会
堂・上
映
会
＆
完

成
記
念
イ
ベ
ン
ト・無
料
先

着
２
５
０
名・主
催
小
机
城

の
あ
る
ま
ち
を
愛
す
る
会
よ

こ
は
ま
縁
む
す
び
講
中
実

行
委
員
会・ス
タ
ー
リ
ン
ク

ス×

神
奈
川
工
業
高
校
デ
ザ

イ
ン
科
☎
０
９
０（
６
１
３

８
）５
７
５
２
川
上
さ
ん

小
机
の
重
政
ア
ニ
メ
上
映

皆
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う・新
横
浜

自
治
会
館・毎
月
第
１
水
曜

日（
１
月
５
日
お
抹
茶
を
楽

し
む・２
月
２
日
・
豆
ま
き・

最
中
作
り
）
10
時
〜
11
時

半・【
費
】１
０
０
円・☎（
４

７
７
）３
４
２
１
高
橋
さ
ん

サ
ロ
ン
こ
も
れ
び

合
気
道
は
老
若
男
女
が
マ

イ
ペ
ー
ス
で
稽
古
可
能
。健

康
法・護
身
術
で
楽
し
く
活

動
・
神
奈
川
県
立
武
道
館

（
岸
根
公
園
駅
す
ぐ
）毎
木

曜
13
時
半~

14
時
45
分・15
時

~

16
時
15
分・入
会
金
３
３
０

０
円・会
費
６
６
０
０
円（
月

４
回
）見
学
自
由・体
験
無
料

☎
０
９
０（
８
８
４
９
）１
２

８
５・藤
咲（
合
気
道
七
段
）

合
氣
の
発
見
会

神
奈
川
県
健
康
つ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
中
心
に
な
っ
て

地
域
の
高
齢
者
対
象
に
健

康
と
生
き
が
い
を・ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ・フ
レ
イ
ル

予
防
ミ
ニ
講
座
を
開
催・菊

名
地
区
セ
ン
タ
ー
毎
月
第
４

木
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13
時
〜
15
時
・
12
月
23

日
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル・１

月
27
日
体
力
測
定・費
用
３

０
０
円【
問
】・☎
０
９
０（
４

０
６
４
）８
８
２
２
田
中
さ
ん

ま
め
ど
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

つ
な
し
ま
相
談
室
・つ
な
し

ま
交
流
室
が
移
転・時
間:

月

曜~

金
曜
９
時~

17
時・綱
島

西
２-

11-

５
シ
ュ
ロ
ス
オ
ー

タ
ニ
綱
島
２
階・【
問
】☎（
５

３
４
）１
２
２
０【
Ｆ
】（
５
４

５
）１
０
２
０

移
転
情
報
！

ど
な
た
で
も
参
加
し
て
頂
け

る
集
い
の
場
・
１
月
24
日

（
月
）
10
時
〜
12
時「
お
抹
茶

を
た
の
し
む
」会
場
Ｎ
Ｉ
Ｃ

ハ
イ
ム
綱
島
第
７（
３
階
集

会
室
）参
加
費
３
０
０
円（
茶

菓
代
含
）福
祉
ク
ラ
ブ
生
協

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

路
☎（
５
６
１
）３
０
３
０

サ
ロ
ン
み
ち

２
月
13
日（
日
）オ
ー
プ
ン
デ

イ~

ま
ち
の
先
生
PR
展~

９

時
半~

17
時・大
倉
山
記
念

館
・
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
港

北
区
ま
ち
の
先
生
が
、館
内

で
パ
ネ
ル
展
示
で
、活
動
を

紹
介
し
ま
す【
問
】☎（
５
４

４
）１
８
８
１
ま
で
ど
う
ぞ

ま
ち
の
先
生
PR
展
１
月
20
日（
木
）~

23
日（
日
）

高
校
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
10
時~

16
時
半・横
浜
北
部
県
立
高・

養
護
学
校
文
化
ク
ラ
ブ
作

品
展（
書
道・華
道・写
真・美

術・造
形
作
品
）・１
月
23
日

（
日
）ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

10
時~

14
時・音
楽
関
係
部・

【
問
】・☎（
５
４
４
）１
８
８
１

高
校
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

初
心
者
歓
迎・篠
原
地
区
セ

ン
タ
ー・第
１・３
水
曜
12
時

半~

14
時
半・３
２
０
０
円・

月
指
導
料
、材
料
費
お
手
本

代
込
・
施
設
利
用
料
別
・
画

材
道
具・お
持
ち
で
な
い
方

に
は
講
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
☎

０
９
０（
１
１
０
５
）６
２
３

９

酒
井
幸
子
さ
ん

墨
彩
画
幸
彩
会

組
み
合
わ
ず
に
行
う
ダ
ン
ス

ス
テ
ッ
プ
講
習・短
期
講
座

社
交
ダ
ン
ス
体
験（
全
２
回
）

２
月
10・24
日（
木
）
10
時
15

〜
11
時
45
分
菊
名
寿
楽
荘・

人
数
10
名・費
用
１
０
０
円

【
申
】１
月
20
日（
木
）〜
窓
口

か
☎（
４
３
３
）１
２
５
５

社
交
ダ
ン
ス
体
験
講
座

開
館
20
周
年
コ
ミ
ハ
亭
新
春

演
芸
会・落
語・謡
曲・マ
ジ
ッ

ク・講
談・１
月
30
日（
日
）

13
時
半
〜
15
時
・
人
数
26
人

申
込
は
☎（
４
０
１
）４
９
６

４【
申
】１
月
18
日（
火
）
10

時
〜
先
着
順
で
す
！

コ
ミ
ハ
亭
新
春
演
芸
会

薬
膳
料
理
で
自
己
免
疫
力

ア
ッ
プ
１
月
22
日(

土)

10
時

~

13
時【
費
】１
８
０
０
円

【
材
料
費
含
】【
定
】９
名・柴

田
さ
や
か
先
生・飲
食
無
し・

持
ち
帰
り
容
器
用
意・【
申
】

12
月
18
日(

土)

10
時
〜
来
館・

☎
城
郷
小
机
地
区
セ
ン

タ
ー
☎（
４
７
２
）１
３
３
１

季
節
の
薬
膳
料
理

１
月
14
日（
金
）
認
知
症
当

事
者
・
本
人
大
使
・
丹
野
智

文
氏
が
港
北
図
書
館
か
ら

配
信・13
時
半~

15
時
半・オ

ン
ラ
イ
ン
無
料
開
催・要
申

込
み・【
問
】大
豆
戸
ケ
ア
プ

ラ
ザ
☎（
４
３
２
）４
９
１
１

第
４
回
認
知
症
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
る
図
書
館
の
つ
ど
い

えがお

ひろば

http://kouhokuvg.yokohama/

川
和
富
士
か
ら
池
辺
富
士
へ

春
を
呼
ぶ・か
つ
て
の
港
北
区

内・川
和
町
跡・川
和
富
士
の

頂
上・池
辺
富
士
散
策・２
月

19
日(

土)

集
合
９
時
半
川
和

町
駅
↓
ゆ
う
ば
え
の
み
ち
↓

川
和
富
士
↓
池
辺
富
士
↓
都

築
ふ
れ
あ
い
の
丘
駅(

約
６

㌔)

参
加
費
５
０
０
円(

保
険

料
等)

雨
天
中
止・募
集
50
人

締
切・２
月
７
日（
月
）必
着
往

復
は
が
き・HP
で「
川
和
富
士
」

〒
住・名
☎
記
入・宛
先・【
問
】・

港
北
区
大
豆
戸
町
26-

１

港
北

区
区
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（
５
４
０
）２
２
４
６

主
催

港

北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

港
北
ボ
ラ
ン
ティ
ア
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

篠
原
地
区
の
高
齢
者
家

族・独
居
の
方・支
援
必
要

な
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣（
有
料
）安
否
確
認
の
安

心
コ
ー
ル（
月
５
回
）篠
原

ケ
ア
プ
ラ
ザ
内
で
開
室
・

月
５
回
火
曜
・
土
曜
・
☎

（
４
３
４
）８
７
３
３・受
け

付
け
月
〜
土
10
時
〜
16
時

詳
し
く
↓
の
わ
が
ま
ち
篠

原
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

し
の
は
ら
相
談
室https://wagamati-sinohara.wixsite.com/home

刺
繍
を
楽
し
み
な
が
ら
、脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。１
月
21

日（
金
）
13
時
〜
15
時・師
岡

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
参
加

費
１
４
０
０
円
先
着
15
人
・

【
申
】12
月
17
日
10
時
〜
☎

（
５
３
４
）２
４
３
９

ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
講
座

適
度
な
負
荷・ス
ト
レ
ス
を

組
合
わ
せ
る・脳
寿
命
を
延

ば
す・１
月
20
日（
木
）
10
時

〜
11
時
45
分・菊
名
寿
楽
荘

【
定
・
先
】15
名
・
参
加
無
料

【
申
】１
月
５
日（
水
）〜
窓
口

か
☎（
４
３
３
）１
２
５
５

す
こ
や
か
体
操

人
気
の
川
柳
講
座
題「
黄
色

」句
会
に
も
挑
戦
。３
月
12
日

（
土
）
13
時
〜
15
時
半
師
岡

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
参
加

費
３
０
０
円
成
人
先
着
８

人・１
月
18
日
10
時
〜
☎（
５

３
４
）２
４
３
９

ひ
ね
っ
て
笑
っ
て
川
柳
講
座

音
楽

活
動

学
び

健
康

文
化

催
物

貢
献
役割を持つことで健康増進！
配布ボランティアを募集中！　
家の周りや知り合い、知人や親しい
お店などにえがおを配布してくれ
る人募集中 ！20枚くらいです ！
編集部　☎090（8305）1006

タイトルの色には意味が
あります！以下の分類です

おまたせ！港北童謡の会が
港北公会堂で再開します！

後援・港北区役所 港
北
童
謡
の
会

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
７
０
（
５
５
５
６
）

１
４
９
１
は
か
り
や
ま
で

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ

で
読
み
込
ん
で
下
さ
い
。

第
１
６
０
回
12
月
21
日
（
火
）

ク
リ
ス
マ
ス
と
日
本
の
歌

出
演
・
指
導
・
竹
内
雅
挙
先
生
（
バ

リ
ト
ン
）
佐
久
間
大
和
先
生
（
バ
イ

オ
リ
ン
）
福
崎
由
香
先
生
（
ピ
ア
ノ
）

第
１
６
１
回
１
月
18
日
（
火
）

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
・
指
導
・
三
縄
み
ど
り
先
生
（
ソ

プ
ラ
ノ
）

場
所
・
港
北
公
会
堂

時
間
・
14
時

〜
16
時
（
開
場
は
13
時
半
か
ら
）

参
加
費
９
０
０
円

定
員
２
０
０
名

マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
・
検
温
実

施
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

投稿や問い合わせ  掲載や取材の希望はえがお編集部までお気軽に　info@kouhokuegao.com
〒222-0032 横浜市港北区大豆戸町423-3 菊名台ハイム102　☎090-8305-1006  FAX 045-299-6432

港北区限定！プラチナ世代
交流フリーペーパーえがお
令和4年1月号（第48号）
２０21年12月１５日発行（毎月15日）
一般社団法人地域コミュニティ
振興協会　〒222-0032　
横浜市港北区大豆戸町423-3-102 
info@kouhokuegao.com
TEL 090-8305-1006
FAX 045-299-6432
克美企画　編集長 本間 克之

編

集

記

後

昭
和
11
年
４
月
１
日
秋

田
県
由
利
郡（
現
在
の
に
か

ほ
市
）生
ま
れ
。半
農
半
漁

の
家
の
６
人
兄
弟
の
末
娘
。

４
歳
で
母
が
亡
く
な
る
。

「
セ
イ
を
大
切
に
」と
い
う

母
の
遺
言
も
あ
り
、大
切
に

育
て
て
ら
れ
た
。小
学
校
に

行
く
前
に
手
漕
ぎ
舟
に

乗
っ
て
ハ
タ
ハ
タ
漁
に
出

る
。家
族
総
出
で
漁
協
に

収
め
る
、茅
で
編
ん
だ
雪
囲

い
し
た
り
、田
ん
ぼ
に
肥
や

し
を
撒
く
、と
、子
供
も
働

き
手
の
家
族
で
育
っ
た
。男

兄
弟
で
育
っ
た
こ
と
も
あ

り
活
発
で
元
気
な
少
女
。

プラチナ世代交流フリーペーパー　えがお　通巻48号　令和3年12月15日発行　令和4年1月号　1面　えがおは無料の新聞です　ご自由にお持ち帰りください。 プラチナ世代交流フリーペーパー　えがお　通巻48号　令和3年12月15日発行　令和4年1月号　4面  ご注意！コロナ禍ですので開催前にご確認をお願い致します

子
ど
も
は「
の
び
の
び
と

育
て
よ
う
」と
夫
婦
で
力
を

合
わ
せ
乗
り
越
え
て
き
た
。

高
校
に
行
く
が
働
き
た

く
て
、（
に
か
ほ
市
）平
沢
郵

便
局
で
電
話
交
換
や
窓
口

業
務
を
し
て
暮
ら
す
。

24
歳
の
時
、東
京
に
い
る

兄
に
呼
び
寄
せ
て
も
ら
い
、

そ
し
て
お
正
月
の
宴
会
で

友
達
の
夫
の
友
達
で
あ
っ
た

夫
と
知
り
合
う
。
29
歳
で

結
婚一男一女
を
設
け
る
。結

婚
し
た
当
時
若
い
夫
婦
は

お
金
が
な
か
っ
た
が
幸
せ

だ
っ
た
と
語
る
。

コ
ロ
ナ
も一
段
落
と
思
っ
て
い

た
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
現
れ
ま

し
た
・
相
当
し
ぶ
と
い…

で
す

ね
。体
の
健
康
も
同
じ
。あ
れ
が

だ
め
な
ら
こ
の
手
で
行
こ
う
！

と
楽
し
む
こ
と
に
貪
欲
な
く
ら

い
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
か
も
。

「
こ
っ
ち
が
だ
め
な
ら
あ
っ
ち
で
」

と
お
出
か
け
先
や
手
段
を
探
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
！

えがおの活動を寄付で応援！
横浜銀行　菊名支店（395）
普通　6059770　克美企画　
本 間 克 之 　どうぞ 宜しく！

え
が
お
の
掲
載
内
容
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
対
応
の
変
化
で
、記
載
通
り
に
実
施
で
き
な
い
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。参
加・申
込
み
な
ど
は
ご
自
身
で
確
認
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
え
が
お
を
区
内
の
お
知
ら
せ
に
活
用
く
だ
さ
い
。
広
告
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
は
え
が
お
の
取
り
扱
い

克
美
企
画
０
９
０（
８
３
０
５
）１
０
０
６
ま
で
お
気
軽
に

え
が
お
ひ
ろ
ば
の
表
記
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
致
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
↓【
問
】受
け
付
け
↓【
受
】
申
し
込
み
↓【
申
】
抽
選
↓【
抽
】
電
話
↓
☎
持
ち
物
↓【
持
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
↓【
Ｆ
】
定
員
↓【
定
】
締
め
切
り
↓【
締
】
費
用
↓【
費
】
資
格
↓【
資
】
往
復
は
が
き
↓【
往
】
材
料
↓【
材
】
そ
の
他
同
様
に
表
記
致
し
ま
す
。

田
原  

セ
イ
さ
ん

た

は
ら

34
歳
で
自
分
も
働
き
た

い
と
夫
に
相
談
す
る
と「
家

事
を
き
ち
ん
と
す
れ
ば
好

き
な
こ
と
を
し
な
さ
い
」と

勧
め
て
く
れ
生
保
レ
デ
ィ
ー

と
し
て
働
き
は
じ
め
る
。

三
歳
の
と
き
に
も
ら
っ
た
命
だ
か
ら

当
時
営
業
先
で
会
っ
た

大
学
の
先
生
が「
女
性
が
働

く
事
は
と
て
も
良
い
こ
と
、

し
か
し
家
に
帰
っ
た
ら
お
母

さ
ん
に
な
り
き
り
な
さ
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

64
歳
ま
で
働
き
続
け
る

辛
い
こ
と
も
多
か
っ
た

が
、「
難
局
を
乗
り
越
え
て

こ
そ
私
だ
！

よ
し
！
こ
ん

な
こ
と
で
は
決
し
て
負
け
な

い
！
」と
自
分
に
話
し
か
け

る
毎
日
。

「
こ
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
で

く
じ
け
る
田
原
セ
イ
で
は

無
い
！
こ
ん
な
こ
と
で
負
け

な
い
」と
奮
い
立
た
せ
て
難

局
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

体
操
と
の
出
会
い
は
64

歳
の
頃
。そ
れ
ま
で
は
運
動

は
苦
手
だ
っ
た
が
、ダ
イ
ヤ

ビ
ッ
ク
ス
と
言
う
体
操
を
第

１
期
生
と
し
て
体
験
し
た
。

そ
の
後
、一
念
発
起
し
て

横
浜
市
健
康
体
操
指
導
員

と
ダ
イ
ヤ
ビ
ッ
ク
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。

学
校
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー・地
区
セ
ン
タ
ー・

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ・町
内
会

等
で
体
操
教
室
を
開
催
。

一般社団法人地域
コミュニティ振興協会

編

集

記

後
えがおの活動を寄付で応援！
横浜銀行　菊名支店（395）
普通　6059770　克美企画　
本 間 克 之 　どうぞ 宜しく！

難
局
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
私
だ
！

港北えがお港北えがお

https://kouhokuegao.com

インターネット検索は
検索窓に「港北えがお」と
打ち込んでクリックしてくださいね

田
原  
セ
イ
さ
ん

85
歳

呼
ば
れ
れ
ば
秋
田
で
も

九
州
で
も
体
操
を
教
え
に

行
き
、ひ
ば
り
会
に
所
属
し

て
普
及
活
動
を
精
力
的
に

こ
な
す
。

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
体
全

体
を
動
か
す
有
酸
素
運
動

で
、楽
し
み
な
が
ら
体
力

を
し
っ
か
り
作
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
魅
力
。

15歳の頃のセイさん

55歳 生保レディー時代

75歳の頃

48歳の頃

26
歳
の
頃
知
人
の
結
婚
式
に
参
加
し
た
時

幸
せ
で
す
か
と
聞
く
と

「
幸
せ
す
ぎ
る
く
ら
い
。最

近
は
夫
の
物
忘
れ
が
目

立
っ
て
き
た
け
れ
ど
、私
の

言
葉
掛
け
１
つ
で
穏
や
か

に
も
怒
り
っ
ぽ
く
も
な
る
。

娘
が
看
護
師
な
の
で
力
を

貸
し
て
く
れ
る
し
、こ
れ
ま

で
出
会
え
た
み
ん
な
の
お

か
げ
。子
供
を
育
て
た
甲

斐
が
あ
り
と
て
も
幸
せ
。

お
互
い
に【
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
】

と
い
う
言
葉
を
絶
対
に
忘

れ
な
い
で
生
き
て
い
ま
す
。

今
思
う
事
は
、
85
年
間

暮
ら
し
て
き
て
何一つ
無
駄

な
事
は
な
か
っ
た
こ
と
」と

語
り
ま
す
。

２
年
前
に
大
腸
が
ん
の

手
術
を
、そ
し
て
不
明
熱

に
襲
わ
れ
て
体
力
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

る
。そ
ん
な
と
き
こ
そ
こ

れ
ま
で
教
え
て
き
た
こ
と

を
実
践
し
て
き
た
。

辛
い
こ
と
を
乗
り
越
え

た
経
験
こ
そ
宝
物
。

今
で
も
現
役
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
、後
継
者
作

り
に
精
を
出
す
田
原
セ
イ

さ
ん
で
し
た
。

野菜 Laboは、広島県の田舎町 豊栄町
の野菜で商品づくりを行っています。

←詳しくはQRコードから
添加物・動物性食品 不使用

港北区新横浜1-18-3-501

万全の感染対策で訪問歯科診療
体調確認の徹底 飛沫の心配なし！

殺菌・消毒殺菌・消毒殺菌・消毒
の徹底！の徹底！

口腔ケアの口腔ケアの
　重要性アップ　重要性アップ

ココセトデンタルクリニック
訪問歯科診療のご相談は

菊名駅西口駅前　045-430-4618

殺菌・消毒殺菌・消毒
の徹底！の徹底！

口腔ケアの口腔ケアの
　重要性アップ　重要性アップ
口腔ケアの口腔ケアの口腔ケアの
　重要性アップ　重要性アップ

スタッフは例外なく
検温・体調確認を実
施。訪問先も14日
間の体調不良を
しっかり確認して
います。

歯科では普段からマ
スク・ゴーグル。手
指衛生は完全です。
　　治療器具も徹底
　　して飛沫の心配
　　はありません。

　　口腔ケアは感染
リスクを下げること
がわかっています。
新型コロナウイルス
にも期待されます！

訪問時でも使用
した器具は持ち
帰ってクリニック内
で処分・殺菌・滅菌
処理を実施します

大倉山
あかまつ皮フ科
Okurayama Akamatsu Dermatology

☎ 045-717-8200
〒222-0037

横浜市港北区大倉山 3-26-6　三保クリニックビル 1F
 東急東横線大倉山駅よりエルム通り方面徒歩 5分

駐車場・駐輪場完備

お肌のお悩みや皮膚のトラブルなら
女性医師の当皮膚科へ

どうぞお気軽にご相談ください。

相続が発生する前に
遺言書の準備、民事 (家族 )信託、任意後見契約等の
ご相談　認知症への法律的対応・準備のご相談。

相続が発生したら
不動産の名義変更や預貯金の解約、戸籍収集等の
ご相談　お気軽にご相談下さい。

司法書士  佐伯啓輔事務所
横浜市港北区新横浜２丁目１４番地４
シルバービル　JR・横浜市営地下鉄
ブルーライン新横浜駅徒歩 5分

 E-mail　saeki@athla.jp
お電話 045－475－1279
ご自宅、その他への出張によるご相談にも対応いたします。



え
が
お
歌
壇

え
が
お
俳
壇

え
が
お
川
柳

車
い
す
の
方
が
車
で

外
出
す
る
の
は
大
変
と

、出
か
け
る
の
を
あ
き

ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

車
イ
ス
は
畳
め
ば
タ

ク
シ
ー
の
ト
ラ
ン
ク
に

入
る
の
で
、シ
ー
ト
に

座
れ
る
な
ら
お
出
か
け

で
き
ま
す
。

歩
け
な
い
か
た
が
外

出
す
る
な
ら
車
い
す
ご

と
入
れ
る
車
が
必
要
で

す
が
、最
近
は
普
通
の
タ

ク
シ
ー
会
社
で
も
車
い

す
が
後
ろ
か
ら
入
れ
る

車
両
を
持
っ
て
い
る
会

社
が
あ
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

タ
ク
シ
ー
」で
調
べ
て
み

車
椅
子
で
の
外
出

を
あ
き
ら
め

な
い
で
！

て
く
だ
さ
い
ね
。

ま
た
、普
通
の
タ
ク
シ

ー
で
も
車
い
す
が
入
れ

る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

ぱ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
後

ろ
が
ト
ラ
ン
ク
タ
イ
プ

の
普
通
の
タ
ク
シ
ー
な

の
で
す
。

で
す
が
、後
部
座
席
の

シ
ー
ト
が
ず
れ
て
、車
の

横
の
ド
ア
か
ら
ス
ロ
ー

プ
が
出
て
そ
こ
か
ら
車

い
す
が
入
れ
る
よ
う
に

え
が
お
の

介
護
相
談
所

な
っ
て
い
ま
す
。

車
い
す
で
外
出
す
る
の

を
あ
き
ら
め
る
前
に一度

タ
ク
シ
ー
会
社
に
確
認

し
て
車
い
す
で
入
れ
る

車
が
あ
る
か
聞
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

介
護
の
相
談
は

お
気
軽
に
←

監
修
：
和
田
聖一郎

居
宅
介
護
支
援
責
任
者・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
。

港
北
ケ
ア
プ
ラ
ン
←

☎（
５
４
０
）２
８
６
１
ま
で

綱
島
駅
か
ら
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
、綱
島

街
道
を
挟
ん
で「
諏

訪
神
社
」と「
諏
訪
神

明
社
」が
あ
り
ま
す
。

初
詣
で
お
馴
染
み

の
諏
訪
神
社
の
創
建

は
江
戸
時
代
初
期
の

一
六
〇
五
年
と
言
わ

れ
、南
北
綱
島
村
と

呼
ば
れ
た
こ
の
地
区

の
鎮
守
さ
ま
と
し
て

お
祀
り
さ
れ
た
よ
う

で
す
。

小
川
さ
ん
の
港
北
区

み
ど
こ
ろ
探
訪
！

「
諏
訪
宮
」と
書
か
れ
た
大

き
な
鳥
居
を
く
ぐ
り
、階
段

を
登
り
左
へ
折
れ
る
と
赤
い

社
殿
が
現
れ
ま
す
。

境
内
に
大
き
な
本
殿
の
ほ

か
に「
稲
荷
社
」と「
琴
平
社
」

も
あ
り
、熱
心
に
お
詣
り
す

る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

初
詣
で
賑
わ
う
前
の
静
か
な

時
に
ゆ
っ
く
り
お
詣
り
す
る

の
も
い
い
で
す
ね
。

綱島諏訪神社と神明社反
対
側
の
急
な
坂
を
降

り
て
綱
島
街
道
に
出
て
向

か
い
側
に
渡
る
と
こ
ん
も

り
と
木
の
繁
っ
た
と
こ
ろ
の

急
階
段
の
上
に「
綱
島
神
明

社
」が
あ
り
ま
す
。

百
段
で
急
な
階
段
な
の

で
な
か
な
か
上
っ
て
み
る
勇

気
が
湧
き
ま
せ
ん
。

訪れた日は、本来は「七五三」の行われる
日でしたがとても静かでした。ちょうど「菊花
展」が行われていて、端正込めた菊の花がき
れいに並べられていました。

ち
ょ
う
ど
中
程
で
振
り
返

る
と
、道
路
の
向
こ
う
に
諏

訪
神
社
の
森
が
見
え
ま
す
。

諏
訪
神
社
や
神
明
社
が

建
ら
れ
た
こ
ろ
は
、同
じ
ひ

と
つ
の
山
の
上
に
畑
と
森
を

は
さ
ん
で
地
続
き
で
二
つ
の

神
社
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

大
戦
時
に
産
業
道
路
と

し
て
日
吉
ま
で
整
備
さ
れ
た

綱
島
街
道
に
分
断
さ
れ
て

し
ま
っ
た
訳
で
す
。

神
明
社
で
す
が
現
在
は
跡

地
で
、「
綱
島
神
明
社
」の
碑

が
建
っ
て
い
る
ほ
か
、綱
島

温
泉
が
県
の
名
勝
史
跡
に

選
ば
れ
た
記
念
に
建
て
ら
れ

た
と
い
う「
桃
雲
臺（
と
う
う

ん
だ
い
）」と
書
か
れ
た
碑
が

あ
り
ま
す
。

綱
島
が
日
本
一の
桃
の
名

産
地
で
あ
っ
た
当
時
、神
明

社
か
ら
見
降
ろ
す一
面
の
桃

畑
が
、ま
る
で
ピ
ン
ク
色
の

雲
の
上
に
い
る
よ
う
だ
っ
た

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。さ
ぞ
き
れ

い
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

昔
を
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。
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ぜ
ひ
、は
が
き・Ｆ
Ａ
Ｘ・メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
作
品
の
川
柳・短
歌・俳
句
や
、ご
意
見
、投
稿
な
ど
の
郵
便
物
の
宛
先
は

〒
２
２
２―

０
０
３
２
横
浜
市
港
北
区
大
豆
戸
町
４
２
３‐
３ ‐ 
１
０
２

え
が
お
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

近
況
も
書
い
て
く
だ
さ
い
ね
！

毎
月
第
３
日
曜
は
え
が
お
の
日
で
、プ
ラ
チ
ナ
世
代
か
ら
学
ぶ「
港
北
大
学
」・認
知
症
当
事
者
さ
ん
と
運
営
す
る「
認
知
症
カ
フ
ェ
」・ス
マ
ホ
を
学
ぶ
座
談
会・子
ど
も
無
料
で
お
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
！【
場
】菊
名
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば（
菊
名
駅
徒
歩
２
分
）
詳
し
く
は
右
下
↓
の
え
が
お
ま
で

フ
ラ
ジ
ャ
ス
ミ
ン

平
成
10
年
に
始
ま
っ
た
60
歳

か
ら
70
代
以
降
が
主
な
構
成

メ
ン
バ
ー
の
社
交
ダ
ン
ス
の
会

で
女
性
10
名
男
性
８
名
で
す
。

先
生
を
務
め
て
お
ら
れ
る

阿
部
登
喜
夫
さ
ん（
85
歳
）は

平
成
15
年
に
ま
っ
た
く
の
素
人

で
始
め
、そ
れ
か
ら
猛
練
習
。

プ
ロ
の
先
生
の
個
人
レ
ッ
ス
ン

で
基
礎
を
し
っ
か
り
と
習
っ
て

今
で
は
教
え
る
立
場
で
す
。

70
歳
を
超
え
て
も
ま
だ
ま

だ
楽
し
み
た
い
！
と
言
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
方
が
集

ま
っ
て
皆
さ
ん
で
楽
し
く
踊
っ

て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
前
は

カ
ラ
オ
ケ・旅
行
な
ど
皆
さ

ん
の
交
流
を
と
て
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

発
表
会
は
菊
名
地
区
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
基
本
が
大
切
。

ダ
ン
ス
で
姿
勢
が
良
く
な
り

猫
背
が
治
り
結
果
的
に
健
康

に
と
て
も
良
い
と
皆

さ
ん
が
口
を
揃
え
て

語
り
ま
す
。

ぜ
ひ
定
年
後
に
何

か
始
め
よ
う
と
言
う

人
は
ぜ
ひ
挑
戦
！

毎
週
通
っ
て
踊
り

を
し
っ
か
り
覚
え
て
、

交
流
し
て
、お
し
ゃ
べ

り
し
て
、と
楽
し
い
生

活
が
待
っ
て
い
ま
す
。

女
性
メ
ン
バ
ー
の
宇

田
亮
子
さ
ん（
72
歳
）

は
３
年
前
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
。
50
代

の
頃
に
初
め
て
少
し

や
っ
た
け
れ
ど
家
族
の

事
情
で
少
し
お
休
み
。

令
和
３
年
度
港
北
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
３
回
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
女
子
大
会

11
月
17
日
午

前
９
時
よ
り
新

横
浜
少
年
野
球

場
で
第
３
回
グ

ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル

フ
女
子
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
ち
ら
は
３

年
目
。１
８
０

人
を
超
え
る
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。

港
北
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
さ
ん
が
朝

早
く
か
ら
入
念

な
準
備
で
開
催

す
る
区
内
中
に

地
区
の
会
員
の

方
た
ち
の
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。港
北
区
高
齢
障
害
支

援
課
長
さ
ん
か
ら「
コ
ロ
ナ
禍

で
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、こ
う
し
た
活

動
が
こ
れ
か
ら
先
も
活
発
に

続
い
て
ほ
し
い
」と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
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数
年
前
か
ら
再
開
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

「
家
に
い
る
と
体
が
鈍
っ
て

し
ま
っ
て
１
週
間
も
外
出
を
し

な
い
と
あ
っ
と
い
う
間
に
体
が

硬
く
な
る
の
よ
、ダ
ン
ス
の
良

い
と
こ
ろ
は
体
を一生
懸
命
使

い
ス
テ
ッ
プ
を
覚
え
る
の
大
変

だ
け
れ
ど
も
相
手
の
リ
ー
ド

に
従
っ
て
演
じ
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
。ま
た
ダ
ン
ス
に
は

ス
テ
ッ
プ
は
世
界
共
通
な
の
で

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
外

国
の
方
と
も一緒
に
交
流
で
き

る
と
こ
ろ
」と
そ
の
魅
力
を

た
っ
ぷ
り
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。こ
の
む
つ
み
会
は
は
じ
め

て
の
方
が
挑
戦
す
る
に
は
最

適
で
す
。ぜ
ひ
踊
り
が
好
き
な

方
は
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
、

毎
週
土
曜
か
日
曜
に
大
豆

戸
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ・菊
名
地

区
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。１
ヵ
月

１
０
０
０
円
の
会
費
の
み
で
が

ん
ば
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

連
絡
先
阿
部
登
喜
夫
さ
ん

☎
０
９
０（
９
１
０
８
）２
８
２

０
ま
で
お
気
軽
に
！

区
老
連
酒
井

会
長
は「
こ
の
会

は
女
子
大
会
。こ

れ
が
広
が
っ
て

市
内
の
各
区
で

行
わ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、横
浜

市
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
女
子

大
会
が
開
催
で

き
る
よ
う
に
、そ

れ
を
見
越
し
て

菊名地区センターでの発表会に撮影しました（衛生に配慮して撮影いたしました）

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と
の
事

で
し
た
。

何
よ
り
交
流
を
深
め
て
皆
さ

ん
が
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

田
坂
保
健
体
育
部
長
か
ら

「
ゲ
ー
ム
は
個
人
戦
。８
ホ
ー
ル

を
２
回
で
計
16
ホ
ー
ル
。参
加

者
が
と
て
も
多
い
の
で
皆
さ
ん

が
楽
し
む
た
め
に
連
打
方
式

な
ど
を
採
用
し
て
時
間
内
に
収

め
る
工
夫
し
て
い
ま
す
」と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

高
田
か
ら
参
加
の
方
た
ち

か
ら
は「
と
に
か
く
和
気
あ
い

あ
い
。そ
れ
に
年
齢
が
関
係
な

い
と
こ
ろ
が
最
高
！
個
人
プ

レ
ー
だ
け
ど
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ

イ
が
最
高
！
」

ま
た「
青
空
の
下
で
み
ん
な

で一緒
に
プ
レ
イ
す
る
の
っ
て
本

当
に
楽
し
い
の
よ
」と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

第
二
楽
生
会
の
岩
井
シ
ズ

エ
さ
ん
に
お
話
を
き
く
と「
私

は
ま
だ
始
め
て
１
年
目
だ
け

れ
ど
も
と
っ
て
も
楽
し
く
て
、

す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
て
、地
域

を
超
え
た
大
会
が
あ
る
と
新

し
い
友
達
も
で
き
る
、何
よ
り

励
ま
し
あ
っ
て
健
康
に
良
い
と

こ
ろ
が
最
高
！
」と
お
話
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
本
町
第一親
和
会
の
船

井
洋
子
さ
ん
は「
７
年
ほ
ど
続

け
て
い
る
け
れ
ど
も
何
よ
り

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
こ
ろ
が

好
き
よ
、ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

あ
る
と
み
ん
な
で
歓
声
を
あ

げ
て一緒
に
喜
べ
る
の
が
最
高

で
す
」と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

女
子
大
会
な
ら
で
は
華
や

か
な
大
会
も
た
く
さ
ん
の
運

営
の
方
々
が
入
念
に
準
備
し

て
き
た
結
果
で
し
た
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
港
北
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
入
会
し

て
楽
し
い
催
し
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
４
８
０
０
人

の
仲
間
が
で
き
る
か
も
！

港
北
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
☎（
５
４
７
）６
５
０
６
ま
で

は
じ
ま
り
は
平
成
７
年
の

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー
で
の
企

画
事
業
。参
加
者
が
も
っ
と
練

習
を
し
た
い
と
そ
の
ま
ま
教

室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今

の
岩
田
ひ
ろ
み
先
生
は
３
代

目
。元
は
参
加
者
の一
人
で
し

た
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

勉
強
を
し
て
現
在
講
師
を
務

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
毎
年
、日
吉
地

区
セ
ン
タ
ー
文
化
祭
や
港
北

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・施
設

慰
問
な
ど
で
フ
ラ
を
披
露
し

て
き
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
調
し
た
ブ
ル
ー
の
ド
レ

ス
も
ま
だ
着
る
こ
と
が
な
い

ま
ま
な
の
で
す
。

参
加
さ
れ
て
い
る
中
島
さ

ん
（
87
歳
）は「
手
の
上
げ
下

げ
や
膝
の
痛
み
も
出
て
き
た

け
れ
ど
も
、先
生
が
リ
ハ
ビ
リ

の
つ
も
り
で
ど
う
ぞ
、と
お
っ

し
ゃっ
て
い
た
だ
い
て
安
心
し

て
こ
ち
ら
に
通
っ
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

島
村
さ
ん
（
82
歳
）は
再
開

し
て
２
カ
月
目
、そ
れ
ま
で
は

10
年
間
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し

ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

藤
戸
さ
ん
（
83
歳
）は「
気

分
転
換
に
最
高
で
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」と
ま
た
、

進
藤
さ
ん
は「
最
初
の
頃
は
踊

れ
た
け
れ
ど
今
は
な
か
な
か

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

で
も
頭
と
体
を
使
っ
て一生
懸

命
覚
え
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
」と
の
事
で
し
た
。

稲
葉
さ
ん
（
71
歳
）

は
体
験
で
こ
ち
ら
の
教

室
に
参
加
し
て
健
康
維

持
の
た
め
に
参
加
。「
ハ

ワ
イ
の
音
楽
に
乗
っ
て

踊
る
の
が
と
て
も
心
地

良
い
」と
の
こ
と
で
す
。

岩
田
先
生
は
も
と
も

と
菊
名
地
区
セ
ン
タ
ー

の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
レ
イ
と

言
う
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
グ

ル
ー
プ
を
担
当
さ
れ
て

い
ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
踊
り
も
と

て
も
楽
し
い
が
、健
康
の
た
め

に
来
て
い
る
方
が
多
く
、体
幹

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
先
に
気
持
ち
を
こ
め
て

動
か
す
こ
と
で
脳
に
も
良
い

の
で
す
。ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
は
美
し
く
楽
し
い
こ
と

か
ら
注
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
美
し
い
ド
レ
ス
や
レ

イ
を
着
け
て
皆
さ
ん
の
前
で

踊
る
の
こ
と
も
気
分
が
す
っ

き
り
し
ま
す
ね
。本
場
ハ
ワ
イ

で
は
車
椅
子
の
方
が
ニ
コ
ニ
コ

と
手
だ
け
で
踊
っ
て
い
る
人
も

多
い
と
の
事
で
し
た
。

脳
梗
塞
な
ど
で
杖
の
人
で

も
リ
ハ
ビ
リ
で
続
け
れ
ば
筋

力
を
鍛
え
ら
れ
生
活
に
潤
い

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。聴

覚
に
問
題
が
あ
る
方
で
も一生

懸
命
音
を
聞
こ
う
と
す
る
こ

と
で
良
く
な
る
こ
と
も
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。女
性
だ
け
の

ク
ラ
ス
で
す
の
で
も
し
ご一緒

に
参
加
し
た
い
方
が
い
た
ら

お
越
し
く
だ
さ
い
。第
２・４

金
曜
日
13
時
か
ら
15
時

問

い
合
わ
せ
先
は
稲
葉
☎（
５
６

２
）１
５
６
９

留
守
番
電
話

に
伝
言
を
し
て
く
だ
さ
い
ね

社
交
ダ
ン
ス
む
つ
み
会

えがお
真龍堂さんにもっと詳しく
相談したい場合は
080(6597)7388
までご相談ください

短
歌
の
題

公
園
や
道
路
に
落
葉
が
積
って
い
ま
す
。今
月
も
沢
山
の
投
句
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。気
に
な
っ
た
こ
と
が
、一つ
。季
語
の
重
な
り
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。句
の
焦
点
が
呆
け
る
の
で
出
来
る
だ
け

一
句
に
季
語
一
個
と
し
ま
し
ょ
う
。

次
は
セ
ー
タ
ー
で
す
。是
非
温
ま
る
セ
ー
タ
ー
の
１
句
を
。

「
こ
っ
そ
り
」の
反
対
語
は「
大
っ
ぴ
ら
」、類
語
に
は「
こ
そ
こ
そ
」

「
ひ
っ
そ
り
」等
々
。こ
そ
泥
は
こ
そ
こ
そ
泥
棒
の
略
で
す
か…

…

な
ど

と
調
べ
て
い
る
と
、埼
玉
県
の
方
言「
こ
そ
こ
そ
」に
つ
な
が
り
ま
し

こ
っ
そ
り  

ま
た
は
自
由  

選
者

  

新
垣
紀
子

落
葉
ま
た
は
自
由

選
者

  

大
垣
鹿
乃
子

枯
ま
た
は
自
由

西
巻  

真
選

大垣先生

新垣先生

シ
ョ
パ
ン
弾
く
駅
中
ピ
ア
ノ
の
若
者
に
我
も
囲
み
て
暫
し
憩
え
り

大
石
規
余
江

今
後
の
お
題

今
後
の
お
題メールは→　kouhokuegao@gmail.com　HP http://kouhokuegao.com/toukou

副
業
も
昔
こ
っ
そ
り
今
堂
々

こ
っ
そ
り
と
食
べ
て
も
猫
は
み
の
が
さ
ぬ

目
指
す
の
は
キ
ン
肉
バ
ア
バ
ジ
ム
通
い

こ
っ
そ
り
と
日
が
な
指
折
り
川
柳
を

こ
っ
そ
り
と
風
呂
場
で
練
習「
北
酒
場
」

髭
剃
り
後
妻
の
ク
リ
ー
ム
こ
っ
そ
り
手
に

パ
パ
サ
ン
タ
こ
っ
そ
り
夜
に
贈
り
物

子
を
寝
か
せ
こ
っ
そ
り
楽
し
二
人
酒

婆
さ
ん
が
こ
っ
そ
り
隠
す
年
金
簿

好
い
た
仲
木
陰
で
そ
っ
と
手
を
握
り

こ
っ
そ
り
し
て
本
家
へ
行
く
ふ
り
パ
チ
ン
コ
へ

振
り
向
け
ば
冬
将
軍
が
仁
王
立
ち

こ
っ
そ
り
と
玄
関
開
け
れ
ば
猫
が
待
つ

こ
っ
そ
り
と
今
の
ア
イ
ド
ル
ビ
デ
オ
と
る

こ
っ
そ
り
と
測
っ
て
み
て
も
同
じ
事

へ
そ
く
り
の
額
を
確
か
め
苦
笑
い

こ
っ
そ
り
と
の
ぞ
い
て
み
た
い
妻
サ
イ
フ

こ
っ
そ
り
と
金
を
ご
っ
そ
り
盗
み
出
す

こ
っ
そ
り
と
家
を
出
て
暮
ら
す
ひ
っ
そ
り
と

枕
辺
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
置
く
サ
ン
タ
さ
ん

多
数
派
の
影
に
い
つ
で
も
潜
ん
で
い
た

び
っ
く
り
し
た
妻
の
へ
そ
く
り
こ
っ
そ
り
見
た

新
リ
ー
ダ
ー
影
で
こ
っ
そ
り
素
振
り
か
な

こ
っ
そ
り
と
小
遣
い
隠
す
手
に
ぬ
く
も
り

こ
っ
そ
り
し
て
冷
や
酒
あ
お
り
そ
の
う
ま
さ

徒
党
組
み
海
の
コ
ソ
泥
や
り
放
題

こ
っ
そ
り
の
昼
飲
み
今
は
堂
々
と

自
由
吟

懐
の
温
暖
化
待
つ
歳
の
暮
れ

訪
日
は
お
断
り
で
す
オ
ミ
ク
ロ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
夜
中
の
バ
イ
ト
手
を
挙
げ
る

オ
ミ
ク
ロ
ン
来
れ
ば
頼
ら
れ
尾
身
苦
労

旬
の
物
食
べ
て
寿
命
が
少
し
伸
び

内
緒
だ
と
言
え
ば
た
ち
ま
ち
知
れ
渡
り

頑
張
る
ね
還
暦
過
ぎ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

フ
ト
コ
ロ
は
近
頃
減
少
コ
ロ
ナ
並

眩
し
く
て
カ
ー
テ
ン
を
引
く
あ
り
が
た
さ

大
人
用
オ
ム
ツ
を
は
い
て
バ
ス
旅
行

静
養
し
て
マ
ス
ク
美
人
だ
小
池
知
事

dancyu

で
レ
シ
ピ
以
上
に
減
る
ワ
イ
ン

大
谷
さ
ん
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
も
賞
タ
イ
ム

取
り
込
ん
だ
セ
ー
タ
ー
畳
み
落
ち
葉
髪

い
ま
日
本
コ
ロ
ナ
に
揺
れ
て
地
下
も
揺
れ

だ
い
ち
ゃ
ん

た
ま
の
マ
マ

と
も

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

漠
然
問
題
73

鬚
の
パ
パ

博
子

二
川
徹

文
太
郎

前
田
浩
一

マ
コ
ト

山
本
と
ん
一

弓
男

よ
し

わ
び
す
け

ア
チ
ロ
ー

稲
村
星
笑

う
す
い
か
つ
じ

う
す
い
か
つ
じ

艶
競

お
さ
む

九
十
才
男京

ケ
イ

小
林

坂
井
啓
児

新
横
浜
太
郎

二
川
徹

二
川
徹

文
太
郎

磨
実
久

山
本
と
ん
一

好
子

ア
チ
ロ
ー

稲
村
星
笑

艶
競

お
さ
む

小
林

ス
ナ
や
ん

だ
い
ち
ゃ
ん

と
も

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

最
近
い
ろ
い
ろ
な
駅
で
ピ
ア
ノ
が
お
い
て
あ
る
の
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
弾
い
て
い
る
若
者

の
周
り
に
聴
衆
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
作
者
も
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
。
よ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
演
奏
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

た
。「
こ
つ
こ
つ
」「
少
し
ず
つ
」を
意
味
す
る
の
だ
そ

う
で
す
よ
、へぇ
ー
。

調
べる
って
、ほ
ん
と
楽
し
い
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
。

「
只
今
」
と
玄
関
先
の
梟
の
マ
ッ
ト
に
言
へ
ば
誰
や
居
る
ご
と
し

北
川
幾
代

よ
く
分
か
る
光
景
で
す
。
誰
も
い
な
い
の
に
、
う
ち
に
帰
っ
て
く
る
と
な
に
か
に
「
た
だ
い
ま
」
と
言
い
た
く
な

り
ま
す
。
玄
関
先
の
梟
の
マ
ッ
ト
も
笑
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
壁
の
真
っ
赤
な
蔦
も
今
朝
は
枯
れ
静
脈
の
ご
と
生
き
て
張
り
付
き

坂
井
啓
児

蔦
が
静
脈
の
よ
う
に
張
り
付
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
鮮
や
か
な
見
立
て
だ
と
思
い
ま
す
。
下
の
句
、
「
張
り
付

き
」
と
い
い
差
し
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
る
よ
り
は
、
「
張
り
付
く
」
と
し
っ
か
り
止
め
た
ほ
う
が
よ
り
読
者
に
伝
わ

り
や
す
い
歌
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

屋
根
の
上
に
泉
の
ご
と
く
光
湧
き
浄
化
さ
れ
つ
つ
今
日
が
始
ま
る

お
も
な
が
屋

こ
ん
に
ち
は
。「
港
北
え
が
お
」の
短
歌
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。今
月
の
お
題
は「
枯
」ま
た
は
自
由
詠
で
す
。い
よ
い
よ
冬
到

来
で
す
ね
。早
速
み
な
さ
ん
の
歌
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

朝
日
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
泉
の
ご
と
く
湧
い
て
い
る
光
に
浄
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
自
分
の
体
験
を
歌
に
な

さ
っ
て
い
ま
す
ね
。
朝
日
を
浴
び
て
、
一
日
を
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
い
う
作
者
の
す
が
す
が
し
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

文壇投稿専用QR
コード（スマホ用）

落
葉
一
つ
除
く
ゴ
ル
フ
の
選
手
権

文
太
郎

大
木
の
ぐ
る
り
桜
の
落
葉
掃
く

さ
く
ら
ん
ぼ

か
く
れ
ん
ぼ
落
葉
蹴
散
ら
し
静
ま
り
ぬ

好
子

吹
き
上
が
る
い
ち
ょ
う
落
葉
に
し
の
ぶ
里

ケ
イ

爺
真
似
て
い
ち
ょ
う
落
葉
を
か
ぶ
る
孫

坂
井
啓
児

朴
落
葉
ば
さ
り
と
落
ち
て
向
き
は
裏

坂
井
啓
児

信
玄
の
隠
し
湯
訪
ね
落
葉
踏
む

賢
一

ふ
る
さ
と
の
さ
く
ら
ロ
ー
ド
の
落
葉
か
な

る
み
子

バ
ス
の
尻
落
葉
舞
い
上
ぐ
港
町

容
一

溢
る
る
は
や
さ
し
き
音
や
落
葉
籠

喜
美
子

か
さ
こ
そ
と
落
葉
の
中
を
吾
子
の
ゆ
く

と
み
子

自
由

ポ
ッ
ク
リ
が
履
け
ず
泣
く
吾
子
七
五
三

敦
子

冬
ざ
る
る
夜
泣
き
の
声
の
届
き
け
れ

三
徑

酉
の
市
重
き
熊
手
の
覚
悟
か
な

文
太
郎

小
春
日
や
話
し
上
手
に
聞
き
上
手

久
子

風
立
ち
て
遠
汽
笛
聞
く
小
春
か
な

和
美

朝
冷
や
歩
幅
大
き
く
前
へ
前
へ

由
紀
子

生
命
は
四
十
億
年
前
に
出
ず
枯
れ
ゆ
く
我
の
心
豊
か
に

博
子

冬
色
に
変
わ
り
し
樹
々
の
中
に
ゐ
て
椿
の
緑
し
た
た
る
ご
と
し
鈴
木
宗
子

生
命
が
四
十
億
年
前
に
始
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
起
源
を
考
え
て
い
る
と
、
自
分
の
心
が
豊
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
歌
だ
と
思
い
ま
す
。
太
古
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
と
、
自
分
の
不
思
議
さ
に
力
が
み
な
ぎ
っ
て
来

る
の
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
。

川
柳
の
題

十
二
月
末
〆

音

一
月
末
〆

あ
っ
ぱ
れ

二
月
末
〆       

腹
が
立
つ

俳
句
の
題

十
二
月
末
〆

セ
ー
タ
ー

一
月
末
〆

初
詣

二
月
末
〆

余
寒

十
二
月
末
〆

餅

一
月
末
〆

豆

二
月
末
〆

芽

自
由
題
も
歓
迎
。
投
稿
を

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

〒
２
２
２‐

０
０
３
２

港
北
区
大
豆
戸
町

４
２
３‐

３‐

１
０
２

え
が
お
文
壇
係

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
９
９
）６
４
３
２

簡
潔
で
と
て
も
良
い
歌
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
が
冬
色
に
変
わ
っ
て
く
る
な
か
で
、
椿
だ
け
は
生
命
力
を
持
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
様
子
を
よ
く
観
察
で
き
て
い
ま
す
ね
。

来
月
も
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う

モデルさんの推薦・立候補・倉屋先生への質問や
ファンレターは編集部まで  ☎090-8305-1006

倉屋先生から ファッションコメント

えがおdeプラチナFASHION塾
柴田和子さん 73歳  昭和23年10月10日生まれ

生まれは杉並区久我
山。母の手作り服が大好
きだった幼少時代。その
頃からバレーを習い団体
徒手体操の全日本優勝
の経験者。
　ファッションは学生時代
は制服・体操服一辺倒。
　高校を出てからは青・
紺色の綺麗なワンピース
をきだったそうです。
　自由が丘のクリスチャ
ン・オジャールのブティッ
クに通い、給料の多くを
注ぎ込むほどのおしゃれ
さん。
　アクセサリーは宝石で
はなく、大きくてインパク
トのあるアイテムが好き。
　今自分が気をつけてい
ることは「似合う色好きな
似合う形を意識する」こ
と。好きな色はオレンジと
紺。
　アウターになるコート・
スーツを大切にして、納
得したものを着る。

　機織りで自ら着物を4着も織ったそうです。
六本木の布と言うお店がお気に入りです。

　花柄パツチワークといい、配色といい、個性的ですね。
　わたしも現役時はクリスチャン・オジャールのコレクションを現地
で見てきましたが、柴田さんのコーディネートを拝見して良き時代
を感じました。
明るい色や‘80年代の華やかでポジテイブな表現が今年のトレンド。

【綺麗な色】、そして小物で上手に演出をし、足元に気
をつけてスニーカーを上手に履く事がおすすめです。
　これからも素敵なファッションをお楽しみ下さい。

045-540-2861045-540-2861
有限会社港北ケアプラン横浜市港北区大倉山 6-5-14　045-540-2861 採用担当：坂本

登録ヘルパー募集！登録ヘルパー募集！

居宅介護支援・訪問介護・福祉用具

賞与年 2

港北ケアプラン港北ケアプラン
未経験・未資格者歓迎！ 資格がなくてもOK、資格取
得補助あり (ホームヘルパー 2級・初任者研修修了者 尚可）

港北ケアプランは地域に愛されて16年



え
が
お
歌
壇

え
が
お
歌
壇

え
が
お
俳
壇

え
が
お
俳
壇

え
が
お
川
柳

え
が
お
川
柳

車
い
す
の
方
が
車
で

外
出
す
る
の
は
大
変
と

、出
か
け
る
の
を
あ
き

ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

車
イ
ス
は
畳
め
ば
タ

ク
シ
ー
の
ト
ラ
ン
ク
に

入
る
の
で
、シ
ー
ト
に

座
れ
る
な
ら
お
出
か
け

で
き
ま
す
。

歩
け
な
い
か
た
が
外

出
す
る
な
ら
車
い
す
ご

と
入
れ
る
車
が
必
要
で

す
が
、最
近
は
普
通
の
タ

ク
シ
ー
会
社
で
も
車
い

す
が
後
ろ
か
ら
入
れ
る

車
両
を
持
っ
て
い
る
会

社
が
あ
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

タ
ク
シ
ー
」で
調
べ
て
み

車
椅
子
で
の
外
出

を
あ
き
ら
め

な
い
で
！

て
く
だ
さ
い
ね
。

ま
た
、普
通
の
タ
ク
シ

ー
で
も
車
い
す
が
入
れ

る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

ぱ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
後

ろ
が
ト
ラ
ン
ク
タ
イ
プ

の
普
通
の
タ
ク
シ
ー
な

の
で
す
。

で
す
が
、後
部
座
席
の

シ
ー
ト
が
ず
れ
て
、車
の

横
の
ド
ア
か
ら
ス
ロ
ー

プ
が
出
て
そ
こ
か
ら
車

い
す
が
入
れ
る
よ
う
に

え
が
お
の

介
護
相
談
所

な
っ
て
い
ま
す
。

車
い
す
で
外
出
す
る
の

を
あ
き
ら
め
る
前
に一度

タ
ク
シ
ー
会
社
に
確
認

し
て
車
い
す
で
入
れ
る

車
が
あ
る
か
聞
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

介
護
の
相
談
は

お
気
軽
に
←

監
修
：
和
田
聖一郎

居
宅
介
護
支
援
責
任
者・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
。

港
北
ケ
ア
プ
ラ
ン
←

☎（
５
４
０
）２
８
６
１
ま
で

綱
島
駅
か
ら
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
、綱
島

街
道
を
挟
ん
で「
諏

訪
神
社
」と「
諏
訪
神

明
社
」が
あ
り
ま
す
。

初
詣
で
お
馴
染
み

の
諏
訪
神
社
の
創
建

は
江
戸
時
代
初
期
の

一
六
〇
五
年
と
言
わ

れ
、南
北
綱
島
村
と

呼
ば
れ
た
こ
の
地
区

の
鎮
守
さ
ま
と
し
て

お
祀
り
さ
れ
た
よ
う

で
す
。

小
川
さ
ん
の
港
北
区

み
ど
こ
ろ
探
訪
！

「
諏
訪
宮
」と
書
か
れ
た
大

き
な
鳥
居
を
く
ぐ
り
、階
段

を
登
り
左
へ
折
れ
る
と
赤
い

社
殿
が
現
れ
ま
す
。

境
内
に
大
き
な
本
殿
の
ほ

か
に「
稲
荷
社
」と「
琴
平
社
」

も
あ
り
、熱
心
に
お
詣
り
す

る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

初
詣
で
賑
わ
う
前
の
静
か
な

時
に
ゆ
っ
く
り
お
詣
り
す
る

の
も
い
い
で
す
ね
。

綱島諏訪神社と神明社反
対
側
の
急
な
坂
を
降

り
て
綱
島
街
道
に
出
て
向

か
い
側
に
渡
る
と
こ
ん
も

り
と
木
の
繁
っ
た
と
こ
ろ
の

急
階
段
の
上
に「
綱
島
神
明

社
」が
あ
り
ま
す
。

百
段
で
急
な
階
段
な
の

で
な
か
な
か
上
っ
て
み
る
勇

気
が
湧
き
ま
せ
ん
。

訪れた日は、本来は「七五三」の行われる
日でしたがとても静かでした。ちょうど「菊花
展」が行われていて、端正込めた菊の花がき
れいに並べられていました。

ち
ょ
う
ど
中
程
で
振
り
返

る
と
、道
路
の
向
こ
う
に
諏

訪
神
社
の
森
が
見
え
ま
す
。

諏
訪
神
社
や
神
明
社
が

建
ら
れ
た
こ
ろ
は
、同
じ
ひ

と
つ
の
山
の
上
に
畑
と
森
を

は
さ
ん
で
地
続
き
で
二
つ
の

神
社
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

大
戦
時
に
産
業
道
路
と

し
て
日
吉
ま
で
整
備
さ
れ
た

綱
島
街
道
に
分
断
さ
れ
て

し
ま
っ
た
訳
で
す
。

神
明
社
で
す
が
現
在
は
跡

地
で
、「
綱
島
神
明
社
」の
碑

が
建
っ
て
い
る
ほ
か
、綱
島

温
泉
が
県
の
名
勝
史
跡
に

選
ば
れ
た
記
念
に
建
て
ら
れ

た
と
い
う「
桃
雲
臺（
と
う
う

ん
だ
い
）」と
書
か
れ
た
碑
が

あ
り
ま
す
。

綱
島
が
日
本
一の
桃
の
名

産
地
で
あ
っ
た
当
時
、神
明

社
か
ら
見
降
ろ
す一
面
の
桃

畑
が
、ま
る
で
ピ
ン
ク
色
の

雲
の
上
に
い
る
よ
う
だ
っ
た

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。さ
ぞ
き
れ

い
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

昔
を
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。
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ぜ
ひ
、は
が
き・Ｆ
Ａ
Ｘ・メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
作
品
の
川
柳・短
歌・俳
句
や
、ご
意
見
、投
稿
な
ど
の
郵
便
物
の
宛
先
は

〒
２
２
２―

０
０
３
２
横
浜
市
港
北
区
大
豆
戸
町
４
２
３‐

３ ‐ 

１
０
２

え
が
お
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

近
況
も
書
い
て
く
だ
さ
い
ね
！

毎
月
第
３
日
曜
は
え
が
お
の
日
で
、プ
ラ
チ
ナ
世
代
か
ら
学
ぶ「
港
北
大
学
」・認
知
症
当
事
者
さ
ん
と
運
営
す
る「
認
知
症
カ
フ
ェ
」・ス
マ
ホ
を
学
ぶ
座
談
会・子
ど
も
無
料
で
お
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
！【
場
】菊
名
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば（
菊
名
駅
徒
歩
２
分
）
詳
し
く
は
右
下
↓
の
え
が
お
ま
で

フ
ラ
ジ
ャ
ス
ミ
ン

平
成
10
年
に
始
ま
っ
た
60
歳

か
ら
70
代
以
降
が
主
な
構
成

メ
ン
バ
ー
の
社
交
ダ
ン
ス
の
会

で
女
性
10
名
男
性
８
名
で
す
。

先
生
を
務
め
て
お
ら
れ
る

阿
部
登
喜
夫
さ
ん（
85
歳
）は

平
成
15
年
に
ま
っ
た
く
の
素
人

で
始
め
、そ
れ
か
ら
猛
練
習
。

プ
ロ
の
先
生
の
個
人
レ
ッ
ス
ン

で
基
礎
を
し
っ
か
り
と
習
っ
て

今
で
は
教
え
る
立
場
で
す
。

70
歳
を
超
え
て
も
ま
だ
ま

だ
楽
し
み
た
い
！
と
言
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
方
が
集

ま
っ
て
皆
さ
ん
で
楽
し
く
踊
っ

て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
前
は

カ
ラ
オ
ケ・旅
行
な
ど
皆
さ

ん
の
交
流
を
と
て
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

発
表
会
は
菊
名
地
区
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
基
本
が
大
切
。

ダ
ン
ス
で
姿
勢
が
良
く
な
り

猫
背
が
治
り
結
果
的
に
健
康

に
と
て
も
良
い
と
皆

さ
ん
が
口
を
揃
え
て

語
り
ま
す
。

ぜ
ひ
定
年
後
に
何

か
始
め
よ
う
と
言
う

人
は
ぜ
ひ
挑
戦
！

毎
週
通
っ
て
踊
り

を
し
っ
か
り
覚
え
て
、

交
流
し
て
、お
し
ゃ
べ

り
し
て
、と
楽
し
い
生

活
が
待
っ
て
い
ま
す
。

女
性
メ
ン
バ
ー
の
宇

田
亮
子
さ
ん（
72
歳
）

は
３
年
前
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
。
50
代

の
頃
に
初
め
て
少
し

や
っ
た
け
れ
ど
家
族
の

事
情
で
少
し
お
休
み
。

令
和
３
年
度
港
北
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
３
回
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
女
子
大
会

11
月
17
日
午

前
９
時
よ
り
新

横
浜
少
年
野
球

場
で
第
３
回
グ

ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル

フ
女
子
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
ち
ら
は
３

年
目
。１
８
０

人
を
超
え
る
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。

港
北
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
さ
ん
が
朝

早
く
か
ら
入
念

な
準
備
で
開
催

す
る
区
内
中
に

地
区
の
会
員
の

方
た
ち
の
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。港
北
区
高
齢
障
害
支

援
課
長
さ
ん
か
ら「
コ
ロ
ナ
禍

で
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、こ
う
し
た
活

動
が
こ
れ
か
ら
先
も
活
発
に

続
い
て
ほ
し
い
」と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
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数
年
前
か
ら
再
開
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

「
家
に
い
る
と
体
が
鈍
っ
て

し
ま
っ
て
１
週
間
も
外
出
を
し

な
い
と
あ
っ
と
い
う
間
に
体
が

硬
く
な
る
の
よ
、ダ
ン
ス
の
良

い
と
こ
ろ
は
体
を一生
懸
命
使

い
ス
テ
ッ
プ
を
覚
え
る
の
大
変

だ
け
れ
ど
も
相
手
の
リ
ー
ド

に
従
っ
て
演
じ
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
。ま
た
ダ
ン
ス
に
は

ス
テ
ッ
プ
は
世
界
共
通
な
の
で

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
外

国
の
方
と
も一緒
に
交
流
で
き

る
と
こ
ろ
」と
そ
の
魅
力
を

た
っ
ぷ
り
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。こ
の
む
つ
み
会
は
は
じ
め

て
の
方
が
挑
戦
す
る
に
は
最

適
で
す
。ぜ
ひ
踊
り
が
好
き
な

方
は
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
、

毎
週
土
曜
か
日
曜
に
大
豆

戸
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ・菊
名
地

区
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。１
ヵ
月

１
０
０
０
円
の
会
費
の
み
で
が

ん
ば
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

連
絡
先
阿
部
登
喜
夫
さ
ん

☎
０
９
０（
９
１
０
８
）２
８
２

０
ま
で
お
気
軽
に
！

区
老
連
酒
井

会
長
は「
こ
の
会

は
女
子
大
会
。こ

れ
が
広
が
っ
て

市
内
の
各
区
で

行
わ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、横
浜

市
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
女
子

大
会
が
開
催
で

き
る
よ
う
に
、そ

れ
を
見
越
し
て

菊名地区センターでの発表会に撮影しました（衛生に配慮して撮影いたしました）

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と
の
事

で
し
た
。

何
よ
り
交
流
を
深
め
て
皆
さ

ん
が
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

田
坂
保
健
体
育
部
長
か
ら

「
ゲ
ー
ム
は
個
人
戦
。８
ホ
ー
ル

を
２
回
で
計
16
ホ
ー
ル
。参
加

者
が
と
て
も
多
い
の
で
皆
さ
ん

が
楽
し
む
た
め
に
連
打
方
式

な
ど
を
採
用
し
て
時
間
内
に
収

め
る
工
夫
し
て
い
ま
す
」と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

高
田
か
ら
参
加
の
方
た
ち

か
ら
は「
と
に
か
く
和
気
あ
い

あ
い
。そ
れ
に
年
齢
が
関
係
な

い
と
こ
ろ
が
最
高
！
個
人
プ

レ
ー
だ
け
ど
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ

イ
が
最
高
！
」

ま
た「
青
空
の
下
で
み
ん
な

で一緒
に
プ
レ
イ
す
る
の
っ
て
本

当
に
楽
し
い
の
よ
」と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

第
二
楽
生
会
の
岩
井
シ
ズ

エ
さ
ん
に
お
話
を
き
く
と「
私

は
ま
だ
始
め
て
１
年
目
だ
け

れ
ど
も
と
っ
て
も
楽
し
く
て
、

す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
て
、地
域

を
超
え
た
大
会
が
あ
る
と
新

し
い
友
達
も
で
き
る
、何
よ
り

励
ま
し
あ
っ
て
健
康
に
良
い
と

こ
ろ
が
最
高
！
」と
お
話
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
本
町
第一親
和
会
の
船

井
洋
子
さ
ん
は「
７
年
ほ
ど
続

け
て
い
る
け
れ
ど
も
何
よ
り

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
こ
ろ
が

好
き
よ
、ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

あ
る
と
み
ん
な
で
歓
声
を
あ

げ
て一緒
に
喜
べ
る
の
が
最
高

で
す
」と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

女
子
大
会
な
ら
で
は
華
や

か
な
大
会
も
た
く
さ
ん
の
運

営
の
方
々
が
入
念
に
準
備
し

て
き
た
結
果
で
し
た
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
港
北
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
入
会
し

て
楽
し
い
催
し
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
４
８
０
０
人

の
仲
間
が
で
き
る
か
も
！

港
北
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
☎（
５
４
７
）６
５
０
６
ま
で

は
じ
ま
り
は
平
成
７
年
の

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー
で
の
企

画
事
業
。参
加
者
が
も
っ
と
練

習
を
し
た
い
と
そ
の
ま
ま
教

室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今

の
岩
田
ひ
ろ
み
先
生
は
３
代

目
。元
は
参
加
者
の一
人
で
し

た
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

勉
強
を
し
て
現
在
講
師
を
務

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
毎
年
、日
吉
地

区
セ
ン
タ
ー
文
化
祭
や
港
北

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・施
設

慰
問
な
ど
で
フ
ラ
を
披
露
し

て
き
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
調
し
た
ブ
ル
ー
の
ド
レ

ス
も
ま
だ
着
る
こ
と
が
な
い

ま
ま
な
の
で
す
。

参
加
さ
れ
て
い
る
中
島
さ

ん
（
87
歳
）は「
手
の
上
げ
下

げ
や
膝
の
痛
み
も
出
て
き
た

け
れ
ど
も
、先
生
が
リ
ハ
ビ
リ

の
つ
も
り
で
ど
う
ぞ
、と
お
っ

し
ゃっ
て
い
た
だ
い
て
安
心
し

て
こ
ち
ら
に
通
っ
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

島
村
さ
ん
（
82
歳
）は
再
開

し
て
２
カ
月
目
、そ
れ
ま
で
は

10
年
間
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し

ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

藤
戸
さ
ん
（
83
歳
）は「
気

分
転
換
に
最
高
で
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」と
ま
た
、

進
藤
さ
ん
は「
最
初
の
頃
は
踊

れ
た
け
れ
ど
今
は
な
か
な
か

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

で
も
頭
と
体
を
使
っ
て一生
懸

命
覚
え
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
」と
の
事
で
し
た
。

稲
葉
さ
ん
（
71
歳
）

は
体
験
で
こ
ち
ら
の
教

室
に
参
加
し
て
健
康
維

持
の
た
め
に
参
加
。「
ハ

ワ
イ
の
音
楽
に
乗
っ
て

踊
る
の
が
と
て
も
心
地

良
い
」と
の
こ
と
で
す
。

岩
田
先
生
は
も
と
も

と
菊
名
地
区
セ
ン
タ
ー

の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
レ
イ
と

言
う
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
グ

ル
ー
プ
を
担
当
さ
れ
て

い
ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
踊
り
も
と

て
も
楽
し
い
が
、健
康
の
た
め

に
来
て
い
る
方
が
多
く
、体
幹

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
先
に
気
持
ち
を
こ
め
て

動
か
す
こ
と
で
脳
に
も
良
い

の
で
す
。ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
は
美
し
く
楽
し
い
こ
と

か
ら
注
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
美
し
い
ド
レ
ス
や
レ

イ
を
着
け
て
皆
さ
ん
の
前
で

踊
る
の
こ
と
も
気
分
が
す
っ

き
り
し
ま
す
ね
。本
場
ハ
ワ
イ

で
は
車
椅
子
の
方
が
ニ
コ
ニ
コ

と
手
だ
け
で
踊
っ
て
い
る
人
も

多
い
と
の
事
で
し
た
。

脳
梗
塞
な
ど
で
杖
の
人
で

も
リ
ハ
ビ
リ
で
続
け
れ
ば
筋

力
を
鍛
え
ら
れ
生
活
に
潤
い

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。聴

覚
に
問
題
が
あ
る
方
で
も一生

懸
命
音
を
聞
こ
う
と
す
る
こ

と
で
良
く
な
る
こ
と
も
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。女
性
だ
け
の

ク
ラ
ス
で
す
の
で
も
し
ご一緒

に
参
加
し
た
い
方
が
い
た
ら

お
越
し
く
だ
さ
い
。第
２・４

金
曜
日
13
時
か
ら
15
時

問

い
合
わ
せ
先
は
稲
葉
☎（
５
６

２
）１
５
６
９

留
守
番
電
話

に
伝
言
を
し
て
く
だ
さ
い
ね

社
交
ダ
ン
ス
む
つ
み
会

えがお
真龍堂さんにもっと詳しく
相談したい場合は
080(6597)7388
までご相談ください

短
歌
の
題

公
園
や
道
路
に
落
葉
が
積
って
い
ま
す
。今
月
も
沢
山
の
投
句
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。気
に
な
っ
た
こ
と
が
、一つ
。季
語
の
重
な
り
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。句
の
焦
点
が
呆
け
る
の
で
出
来
る
だ
け

一
句
に
季
語
一
個
と
し
ま
し
ょ
う
。

次
は
セ
ー
タ
ー
で
す
。是
非
温
ま
る
セ
ー
タ
ー
の
１
句
を
。

「
こ
っ
そ
り
」の
反
対
語
は「
大
っ
ぴ
ら
」、類
語
に
は「
こ
そ
こ
そ
」

「
ひ
っ
そ
り
」等
々
。こ
そ
泥
は
こ
そ
こ
そ
泥
棒
の
略
で
す
か…

…

な
ど

と
調
べ
て
い
る
と
、埼
玉
県
の
方
言「
こ
そ
こ
そ
」に
つ
な
が
り
ま
し

こ
っ
そ
り  

ま
た
は
自
由  
選
者

  

新
垣
紀
子

落
葉
ま
た
は
自
由

選
者

  

大
垣
鹿
乃
子

枯
ま
た
は
自
由

西
巻  

真
選

大垣先生

新垣先生

シ
ョ
パ
ン
弾
く
駅
中
ピ
ア
ノ
の
若
者
に
我
も
囲
み
て
暫
し
憩
え
り

大
石
規
余
江

今
後
の
お
題

今
後
の
お
題メールは→　kouhokuegao@gmail.com　HP http://kouhokuegao.com/toukou

副
業
も
昔
こ
っ
そ
り
今
堂
々

こ
っ
そ
り
と
食
べ
て
も
猫
は
み
の
が
さ
ぬ

目
指
す
の
は
キ
ン
肉
バ
ア
バ
ジ
ム
通
い

こ
っ
そ
り
と
日
が
な
指
折
り
川
柳
を

こ
っ
そ
り
と
風
呂
場
で
練
習「
北
酒
場
」

髭
剃
り
後
妻
の
ク
リ
ー
ム
こ
っ
そ
り
手
に

パ
パ
サ
ン
タ
こ
っ
そ
り
夜
に
贈
り
物

子
を
寝
か
せ
こ
っ
そ
り
楽
し
二
人
酒

婆
さ
ん
が
こ
っ
そ
り
隠
す
年
金
簿

好
い
た
仲
木
陰
で
そ
っ
と
手
を
握
り

こ
っ
そ
り
し
て
本
家
へ
行
く
ふ
り
パ
チ
ン
コ
へ

振
り
向
け
ば
冬
将
軍
が
仁
王
立
ち

こ
っ
そ
り
と
玄
関
開
け
れ
ば
猫
が
待
つ

こ
っ
そ
り
と
今
の
ア
イ
ド
ル
ビ
デ
オ
と
る

こ
っ
そ
り
と
測
っ
て
み
て
も
同
じ
事

へ
そ
く
り
の
額
を
確
か
め
苦
笑
い

こ
っ
そ
り
と
の
ぞ
い
て
み
た
い
妻
サ
イ
フ

こ
っ
そ
り
と
金
を
ご
っ
そ
り
盗
み
出
す

こ
っ
そ
り
と
家
を
出
て
暮
ら
す
ひ
っ
そ
り
と

枕
辺
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
置
く
サ
ン
タ
さ
ん

多
数
派
の
影
に
い
つ
で
も
潜
ん
で
い
た

び
っ
く
り
し
た
妻
の
へ
そ
く
り
こ
っ
そ
り
見
た

新
リ
ー
ダ
ー
影
で
こ
っ
そ
り
素
振
り
か
な

こ
っ
そ
り
と
小
遣
い
隠
す
手
に
ぬ
く
も
り

こ
っ
そ
り
し
て
冷
や
酒
あ
お
り
そ
の
う
ま
さ

徒
党
組
み
海
の
コ
ソ
泥
や
り
放
題

こ
っ
そ
り
の
昼
飲
み
今
は
堂
々
と

自
由
吟

懐
の
温
暖
化
待
つ
歳
の
暮
れ

訪
日
は
お
断
り
で
す
オ
ミ
ク
ロ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
夜
中
の
バ
イ
ト
手
を
挙
げ
る

オ
ミ
ク
ロ
ン
来
れ
ば
頼
ら
れ
尾
身
苦
労

旬
の
物
食
べ
て
寿
命
が
少
し
伸
び

内
緒
だ
と
言
え
ば
た
ち
ま
ち
知
れ
渡
り

頑
張
る
ね
還
暦
過
ぎ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

フ
ト
コ
ロ
は
近
頃
減
少
コ
ロ
ナ
並

眩
し
く
て
カ
ー
テ
ン
を
引
く
あ
り
が
た
さ

大
人
用
オ
ム
ツ
を
は
い
て
バ
ス
旅
行

静
養
し
て
マ
ス
ク
美
人
だ
小
池
知
事

dancyu

で
レ
シ
ピ
以
上
に
減
る
ワ
イ
ン

大
谷
さ
ん
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
も
賞
タ
イ
ム

取
り
込
ん
だ
セ
ー
タ
ー
畳
み
落
ち
葉
髪

い
ま
日
本
コ
ロ
ナ
に
揺
れ
て
地
下
も
揺
れ

だ
い
ち
ゃ
ん

た
ま
の
マ
マ

と
も

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

漠
然
問
題
73

鬚
の
パ
パ

博
子

二
川
徹

文
太
郎

前
田
浩
一

マ
コ
ト

山
本
と
ん
一

弓
男

よ
し

わ
び
す
け

ア
チ
ロ
ー

稲
村
星
笑

う
す
い
か
つ
じ

う
す
い
か
つ
じ

艶
競

お
さ
む

九
十
才
男京

ケ
イ

小
林

坂
井
啓
児

新
横
浜
太
郎

二
川
徹

二
川
徹

文
太
郎

磨
実
久

山
本
と
ん
一

好
子

ア
チ
ロ
ー

稲
村
星
笑

艶
競

お
さ
む

小
林

ス
ナ
や
ん

だ
い
ち
ゃ
ん

と
も

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

最
近
い
ろ
い
ろ
な
駅
で
ピ
ア
ノ
が
お
い
て
あ
る
の
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
弾
い
て
い
る
若
者

の
周
り
に
聴
衆
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
作
者
も
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
。
よ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
演
奏
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

た
。「
こ
つ
こ
つ
」「
少
し
ず
つ
」を
意
味
す
る
の
だ
そ

う
で
す
よ
、へぇ
ー
。

調
べる
って
、ほ
ん
と
楽
し
い
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
。

「
只
今
」
と
玄
関
先
の
梟
の
マ
ッ
ト
に
言
へ
ば
誰
や
居
る
ご
と
し

北
川
幾
代

よ
く
分
か
る
光
景
で
す
。
誰
も
い
な
い
の
に
、
う
ち
に
帰
っ
て
く
る
と
な
に
か
に
「
た
だ
い
ま
」
と
言
い
た
く
な

り
ま
す
。
玄
関
先
の
梟
の
マ
ッ
ト
も
笑
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
壁
の
真
っ
赤
な
蔦
も
今
朝
は
枯
れ
静
脈
の
ご
と
生
き
て
張
り
付
き

坂
井
啓
児

蔦
が
静
脈
の
よ
う
に
張
り
付
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
鮮
や
か
な
見
立
て
だ
と
思
い
ま
す
。
下
の
句
、
「
張
り
付

き
」
と
い
い
差
し
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
る
よ
り
は
、
「
張
り
付
く
」
と
し
っ
か
り
止
め
た
ほ
う
が
よ
り
読
者
に
伝
わ

り
や
す
い
歌
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

屋
根
の
上
に
泉
の
ご
と
く
光
湧
き
浄
化
さ
れ
つ
つ
今
日
が
始
ま
る

お
も
な
が
屋

こ
ん
に
ち
は
。「
港
北
え
が
お
」の
短
歌
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。今
月
の
お
題
は「
枯
」ま
た
は
自
由
詠
で
す
。い
よ
い
よ
冬
到

来
で
す
ね
。早
速
み
な
さ
ん
の
歌
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

朝
日
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
泉
の
ご
と
く
湧
い
て
い
る
光
に
浄
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
自
分
の
体
験
を
歌
に
な

さ
っ
て
い
ま
す
ね
。
朝
日
を
浴
び
て
、
一
日
を
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
い
う
作
者
の
す
が
す
が
し
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

文壇投稿専用QR
コード（スマホ用）

を
。

落
葉
一
つ
除
く
ゴ
ル
フ
の
選
手
権

文
太
郎

大
木
の
ぐ
る
り
桜
の
落
葉
掃
く

さ
く
ら
ん
ぼ

か
く
れ
ん
ぼ
落
葉
蹴
散
ら
し
静
ま
り
ぬ

好
子

吹
き
上
が
る
い
ち
ょ
う
落
葉
に
し
の
ぶ
里

ケ
イ

爺
真
似
て
い
ち
ょ
う
落
葉
を
か
ぶ
る
孫

坂
井
啓
児

朴
落
葉
ば
さ
り
と
落
ち
て
向
き
は
裏

坂
井
啓
児

信
玄
の
隠
し
湯
訪
ね
落
葉
踏
む

賢
一

ふ
る
さ
と
の
さ
く
ら
ロ
ー
ド
の
落
葉
か
な

る
み
子

バ
ス
の
尻
落
葉
舞
い
上
ぐ
港
町

容
一

溢
る
る
は
や
さ
し
き
音
や
落
葉
籠

喜
美
子

か
さ
こ
そ
と
落
葉
の
中
を
吾
子
の
ゆ
く

と
み
子

自
由

ポ
ッ
ク
リ
が
履
け
ず
泣
く
吾
子
七
五
三

敦
子

冬
ざ
る
る
夜
泣
き
の
声
の
届
き
け
れ

三
徑

酉
の
市
重
き
熊
手
の
覚
悟
か
な

文
太
郎

小
春
日
や
話
し
上
手
に
聞
き
上
手

久
子

風
立
ち
て
遠
汽
笛
聞
く
小
春
か
な

和
美

朝
冷
や
歩
幅
大
き
く
前
へ
前
へ

由
紀
子

生
命
は
四
十
億
年
前
に
出
ず
枯
れ
ゆ
く
我
の
心
豊
か
に

博
子

冬
色
に
変
わ
り
し
樹
々
の
中
に
ゐ
て
椿
の
緑
し
た
た
る
ご
と
し
鈴
木
宗
子

生
命
が
四
十
億
年
前
に
始
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
起
源
を
考
え
て
い
る
と
、
自
分
の
心
が
豊
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
歌
だ
と
思
い
ま
す
。
太
古
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
と
、
自
分
の
不
思
議
さ
に
力
が
み
な
ぎ
っ
て
来

る
の
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
。

川
柳
の
題

十
二
月
末
〆

音

一
月
末
〆

あ
っ
ぱ
れ

二
月
末
〆       

腹
が
立
つ

俳
句
の
題

十
二
月
末
〆

セ
ー
タ
ー

一
月
末
〆

初
詣

二
月
末
〆

余
寒

十
二
月
末
〆

餅

一
月
末
〆

豆

二
月
末
〆

芽

自
由
題
も
歓
迎
。
投
稿
を

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

〒
２
２
２‐

０
０
３
２

港
北
区
大
豆
戸
町

４
２
３‐

３‐

１
０
２

え
が
お
文
壇
係

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
９
９
）６
４
３
２

簡
潔
で
と
て
も
良
い
歌
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
が
冬
色
に
変
わ
っ
て
く
る
な
か
で
、
椿
だ
け
は
生
命
力
を
持
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
様
子
を
よ
く
観
察
で
き
て
い
ま
す
ね
。

来
月
も
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う

モデルさんの推薦・立候補・倉屋先生への質問や
ファンレターは編集部まで  ☎090-8305-1006

倉屋先生から ファッションコメント

えがおdeプラチナFASHION塾
柴田和子さん 73歳  昭和23年10月10日生まれ

生まれは杉並区久我
山。母の手作り服が大好
きだった幼少時代。その
頃からバレーを習い団体
徒手体操の全日本優勝
の経験者。
　ファッションは学生時代
は制服・体操服一辺倒。
　高校を出てからは青・
紺色の綺麗なワンピース
をきだったそうです。
　自由が丘のクリスチャ
ン・オジャールのブティッ
クに通い、給料の多くを
注ぎ込むほどのおしゃれ
さん。
　アクセサリーは宝石で
はなく、大きくてインパク
トのあるアイテムが好き。
　今自分が気をつけてい
ることは「似合う色好きな
似合う形を意識する」こ
と。好きな色はオレンジと
紺。
　アウターになるコート・
スーツを大切にして、納
得したものを着る。

　機織りで自ら着物を4着も織ったそうです。
六本木の布と言うお店がお気に入りです。

　花柄パツチワークといい、配色といい、個性的ですね。
　わたしも現役時はクリスチャン・オジャールのコレクションを現地
で見てきましたが、柴田さんのコーディネートを拝見して良き時代
を感じました。
明るい色や‘80年代の華やかでポジテイブな表現が今年のトレンド。

【綺麗な色】、そして小物で上手に演出をし、足元に気
をつけてスニーカーを上手に履く事がおすすめです。
　これからも素敵なファッションをお楽しみ下さい。
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有限会社港北ケアプラン横浜市港北区大倉山 6-5-14　045-540-2861 採用担当：坂本

登録ヘルパー募集！登録ヘルパー募集！

居宅介護支援・訪問介護・福祉用具

時給 1,400 円～ 2,000 円・早朝 深夜手当あり 移動手当あり 通勤手当あり
賞与年 2回あり・前年度実績　5,000 円～ 300,000 円（勤務時間による）

港北ケアプラン港北ケアプラン
未経験・未資格者歓迎！ 資格がなくてもOK、資格取
得補助あり (ホームヘルパー 2級・初任者研修修了者 尚可）

港北ケアプランは地域に愛されて16年

港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン港北ケアプラン
未経験・未資格者歓迎！ 資格がなくてもOK、資格取
得補助あり

登録ヘルパー募集！登録ヘルパー募集！登録ヘルパー募集！登録ヘルパー募集！登録ヘルパー募集！
時給 1,400 円～ 2,000 円・早朝 深夜手当あり 移動手当あり 通勤手当あり

回あり・前年度実績　5,000 円～ 300,000 円（勤務時間による）

え
が
お
歌
壇

え
が
お
俳
壇

え
が
お
川
柳

車
い
す
の
方
が
車
で

外
出
す
る
の
は
大
変
と

、出
か
け
る
の
を
あ
き

ら
め
て
い
ま
せ
ん
か
？

車
イ
ス
は
畳
め
ば
タ

ク
シ
ー
の
ト
ラ
ン
ク
に

入
る
の
で
、シ
ー
ト
に

座
れ
る
な
ら
お
出
か
け

で
き
ま
す
。

歩
け
な
い
か
た
が
外

出
す
る
な
ら
車
い
す
ご

と
入
れ
る
車
が
必
要
で

す
が
、最
近
は
普
通
の
タ

ク
シ
ー
会
社
で
も
車
い

す
が
後
ろ
か
ら
入
れ
る

車
両
を
持
っ
て
い
る
会

社
が
あ
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

タ
ク
シ
ー
」で
調
べ
て
み

車
椅
子
で
の
外
出

を
あ
き
ら
め

な
い
で
！

て
く
だ
さ
い
ね
。

ま
た
、普
通
の
タ
ク
シ

ー
で
も
車
い
す
が
入
れ

る
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

ぱ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
後

ろ
が
ト
ラ
ン
ク
タ
イ
プ

の
普
通
の
タ
ク
シ
ー
な

の
で
す
。

で
す
が
、後
部
座
席
の

シ
ー
ト
が
ず
れ
て
、車
の

横
の
ド
ア
か
ら
ス
ロ
ー

プ
が
出
て
そ
こ
か
ら
車

い
す
が
入
れ
る
よ
う
に

え
が
お
の

介
護
相
談
所

な
っ
て
い
ま
す
。

車
い
す
で
外
出
す
る
の

を
あ
き
ら
め
る
前
に一度

タ
ク
シ
ー
会
社
に
確
認

し
て
車
い
す
で
入
れ
る

車
が
あ
る
か
聞
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

介
護
の
相
談
は

お
気
軽
に
←

監
修
：
和
田
聖一郎

居
宅
介
護
支
援
責
任
者・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
。

港
北
ケ
ア
プ
ラ
ン
←

☎（
５
４
０
）２
８
６
１
ま
で

綱
島
駅
か
ら
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
、綱
島

街
道
を
挟
ん
で「
諏

訪
神
社
」と「
諏
訪
神

明
社
」が
あ
り
ま
す
。

初
詣
で
お
馴
染
み

の
諏
訪
神
社
の
創
建

は
江
戸
時
代
初
期
の

一
六
〇
五
年
と
言
わ

れ
、南
北
綱
島
村
と

呼
ば
れ
た
こ
の
地
区

の
鎮
守
さ
ま
と
し
て

お
祀
り
さ
れ
た
よ
う

で
す
。

小
川
さ
ん
の
港
北
区

み
ど
こ
ろ
探
訪
！

「
諏
訪
宮
」と
書
か
れ
た
大

き
な
鳥
居
を
く
ぐ
り
、階
段

を
登
り
左
へ
折
れ
る
と
赤
い

社
殿
が
現
れ
ま
す
。

境
内
に
大
き
な
本
殿
の
ほ

か
に「
稲
荷
社
」と「
琴
平
社
」

も
あ
り
、熱
心
に
お
詣
り
す

る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

初
詣
で
賑
わ
う
前
の
静
か
な

時
に
ゆ
っ
く
り
お
詣
り
す
る

の
も
い
い
で
す
ね
。

綱島諏訪神社と神明社反
対
側
の
急
な
坂
を
降

り
て
綱
島
街
道
に
出
て
向

か
い
側
に
渡
る
と
こ
ん
も

り
と
木
の
繁
っ
た
と
こ
ろ
の

急
階
段
の
上
に「
綱
島
神
明

社
」が
あ
り
ま
す
。

百
段
で
急
な
階
段
な
の

で
な
か
な
か
上
っ
て
み
る
勇

気
が
湧
き
ま
せ
ん
。

訪れた日は、本来は「七五三」の行われる
日でしたがとても静かでした。ちょうど「菊花
展」が行われていて、端正込めた菊の花がき
れいに並べられていました。

ち
ょ
う
ど
中
程
で
振
り
返

る
と
、道
路
の
向
こ
う
に
諏

訪
神
社
の
森
が
見
え
ま
す
。

諏
訪
神
社
や
神
明
社
が

建
ら
れ
た
こ
ろ
は
、同
じ
ひ

と
つ
の
山
の
上
に
畑
と
森
を

は
さ
ん
で
地
続
き
で
二
つ
の

神
社
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

大
戦
時
に
産
業
道
路
と

し
て
日
吉
ま
で
整
備
さ
れ
た

綱
島
街
道
に
分
断
さ
れ
て

し
ま
っ
た
訳
で
す
。

神
明
社
で
す
が
現
在
は
跡

地
で
、「
綱
島
神
明
社
」の
碑

が
建
っ
て
い
る
ほ
か
、綱
島

温
泉
が
県
の
名
勝
史
跡
に

選
ば
れ
た
記
念
に
建
て
ら
れ

た
と
い
う「
桃
雲
臺（
と
う
う

ん
だ
い
）」と
書
か
れ
た
碑
が

あ
り
ま
す
。

綱
島
が
日
本
一の
桃
の
名

産
地
で
あ
っ
た
当
時
、神
明

社
か
ら
見
降
ろ
す一
面
の
桃

畑
が
、ま
る
で
ピ
ン
ク
色
の

雲
の
上
に
い
る
よ
う
だ
っ
た

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。さ
ぞ
き
れ

い
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

昔
を
忍
ぶ
こ
と
が
で
き
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。
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ぜ
ひ
、は
が
き・Ｆ
Ａ
Ｘ・メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
作
品
の
川
柳・短
歌・俳
句
や
、ご
意
見
、投
稿
な
ど
の
郵
便
物
の
宛
先
は

〒
２
２
２―

０
０
３
２
横
浜
市
港
北
区
大
豆
戸
町
４
２
３‐

３ ‐ 

１
０
２

え
が
お
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

近
況
も
書
い
て
く
だ
さ
い
ね
！

毎
月
第
３
日
曜
は
え
が
お
の
日
で
、プ
ラ
チ
ナ
世
代
か
ら
学
ぶ「
港
北
大
学
」・認
知
症
当
事
者
さ
ん
と
運
営
す
る「
認
知
症
カ
フ
ェ
」・ス
マ
ホ
を
学
ぶ
座
談
会・子
ど
も
無
料
で
お
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
！【
場
】菊
名
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば（
菊
名
駅
徒
歩
２
分
）
詳
し
く
は
右
下
↓
の
え
が
お
ま
で

フ
ラ
ジ
ャ
ス
ミ
ン

平
成
10
年
に
始
ま
っ
た
60
歳

か
ら
70
代
以
降
が
主
な
構
成

メ
ン
バ
ー
の
社
交
ダ
ン
ス
の
会

で
女
性
10
名
男
性
８
名
で
す
。

先
生
を
務
め
て
お
ら
れ
る

阿
部
登
喜
夫
さ
ん（
85
歳
）は

平
成
15
年
に
ま
っ
た
く
の
素
人

で
始
め
、そ
れ
か
ら
猛
練
習
。

プ
ロ
の
先
生
の
個
人
レ
ッ
ス
ン

で
基
礎
を
し
っ
か
り
と
習
っ
て

今
で
は
教
え
る
立
場
で
す
。

70
歳
を
超
え
て
も
ま
だ
ま

だ
楽
し
み
た
い
！
と
言
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
方
が
集

ま
っ
て
皆
さ
ん
で
楽
し
く
踊
っ

て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
前
は

カ
ラ
オ
ケ・旅
行
な
ど
皆
さ

ん
の
交
流
を
と
て
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

発
表
会
は
菊
名
地
区
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
基
本
が
大
切
。

ダ
ン
ス
で
姿
勢
が
良
く
な
り

猫
背
が
治
り
結
果
的
に
健
康

に
と
て
も
良
い
と
皆

さ
ん
が
口
を
揃
え
て

語
り
ま
す
。

ぜ
ひ
定
年
後
に
何

か
始
め
よ
う
と
言
う

人
は
ぜ
ひ
挑
戦
！

毎
週
通
っ
て
踊
り

を
し
っ
か
り
覚
え
て
、

交
流
し
て
、お
し
ゃ
べ

り
し
て
、と
楽
し
い
生

活
が
待
っ
て
い
ま
す
。

女
性
メ
ン
バ
ー
の
宇

田
亮
子
さ
ん（
72
歳
）

は
３
年
前
か
ら
参
加

し
て
い
ま
す
。
50
代

の
頃
に
初
め
て
少
し

や
っ
た
け
れ
ど
家
族
の

事
情
で
少
し
お
休
み
。

令
和
３
年
度
港
北
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
３
回
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
女
子
大
会

11
月
17
日
午

前
９
時
よ
り
新

横
浜
少
年
野
球

場
で
第
３
回
グ

ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル

フ
女
子
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
ち
ら
は
３

年
目
。１
８
０

人
を
超
え
る
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ

り
ま
し
た
。

港
北
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
さ
ん
が
朝

早
く
か
ら
入
念

な
準
備
で
開
催

す
る
区
内
中
に

地
区
の
会
員
の

方
た
ち
の
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
実
施
さ
れ
ま

し
た
。港
北
区
高
齢
障
害
支

援
課
長
さ
ん
か
ら「
コ
ロ
ナ
禍

で
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
、こ
う
し
た
活

動
が
こ
れ
か
ら
先
も
活
発
に

続
い
て
ほ
し
い
」と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
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数
年
前
か
ら
再
開
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

「
家
に
い
る
と
体
が
鈍
っ
て

し
ま
っ
て
１
週
間
も
外
出
を
し

な
い
と
あ
っ
と
い
う
間
に
体
が

硬
く
な
る
の
よ
、ダ
ン
ス
の
良

い
と
こ
ろ
は
体
を一生
懸
命
使

い
ス
テ
ッ
プ
を
覚
え
る
の
大
変

だ
け
れ
ど
も
相
手
の
リ
ー
ド

に
従
っ
て
演
じ
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
。ま
た
ダ
ン
ス
に
は

ス
テ
ッ
プ
は
世
界
共
通
な
の
で

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
外

国
の
方
と
も一緒
に
交
流
で
き

る
と
こ
ろ
」と
そ
の
魅
力
を

た
っ
ぷ
り
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。こ
の
む
つ
み
会
は
は
じ
め

て
の
方
が
挑
戦
す
る
に
は
最

適
で
す
。ぜ
ひ
踊
り
が
好
き
な

方
は
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
、

毎
週
土
曜
か
日
曜
に
大
豆

戸
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ・菊
名
地

区
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。１
ヵ
月

１
０
０
０
円
の
会
費
の
み
で
が

ん
ば
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

連
絡
先
阿
部
登
喜
夫
さ
ん

☎
０
９
０（
９
１
０
８
）２
８
２

０
ま
で
お
気
軽
に
！

区
老
連
酒
井

会
長
は「
こ
の
会

は
女
子
大
会
。こ

れ
が
広
が
っ
て

市
内
の
各
区
で

行
わ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、横
浜

市
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
女
子

大
会
が
開
催
で

き
る
よ
う
に
、そ

れ
を
見
越
し
て

菊名地区センターでの発表会に撮影しました（衛生に配慮して撮影いたしました）

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」と
の
事

で
し
た
。

何
よ
り
交
流
を
深
め
て
皆
さ

ん
が
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

田
坂
保
健
体
育
部
長
か
ら

「
ゲ
ー
ム
は
個
人
戦
。８
ホ
ー
ル

を
２
回
で
計
16
ホ
ー
ル
。参
加

者
が
と
て
も
多
い
の
で
皆
さ
ん

が
楽
し
む
た
め
に
連
打
方
式

な
ど
を
採
用
し
て
時
間
内
に
収

め
る
工
夫
し
て
い
ま
す
」と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

高
田
か
ら
参
加
の
方
た
ち

か
ら
は「
と
に
か
く
和
気
あ
い

あ
い
。そ
れ
に
年
齢
が
関
係
な

い
と
こ
ろ
が
最
高
！
個
人
プ

レ
ー
だ
け
ど
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ

イ
が
最
高
！
」

ま
た「
青
空
の
下
で
み
ん
な

で一緒
に
プ
レ
イ
す
る
の
っ
て
本

当
に
楽
し
い
の
よ
」と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

第
二
楽
生
会
の
岩
井
シ
ズ

エ
さ
ん
に
お
話
を
き
く
と「
私

は
ま
だ
始
め
て
１
年
目
だ
け

れ
ど
も
と
っ
て
も
楽
し
く
て
、

す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
て
、地
域

を
超
え
た
大
会
が
あ
る
と
新

し
い
友
達
も
で
き
る
、何
よ
り

励
ま
し
あ
っ
て
健
康
に
良
い
と

こ
ろ
が
最
高
！
」と
お
話
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
本
町
第一親
和
会
の
船

井
洋
子
さ
ん
は「
７
年
ほ
ど
続

け
て
い
る
け
れ
ど
も
何
よ
り

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
こ
ろ
が

好
き
よ
、ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

あ
る
と
み
ん
な
で
歓
声
を
あ

げ
て一緒
に
喜
べ
る
の
が
最
高

で
す
」と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

女
子
大
会
な
ら
で
は
華
や

か
な
大
会
も
た
く
さ
ん
の
運

営
の
方
々
が
入
念
に
準
備
し

て
き
た
結
果
で
し
た
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
港
北
区
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
入
会
し

て
楽
し
い
催
し
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
４
８
０
０
人

の
仲
間
が
で
き
る
か
も
！

港
北
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
☎（
５
４
７
）６
５
０
６
ま
で

は
じ
ま
り
は
平
成
７
年
の

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー
で
の
企

画
事
業
。参
加
者
が
も
っ
と
練

習
を
し
た
い
と
そ
の
ま
ま
教

室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今

の
岩
田
ひ
ろ
み
先
生
は
３
代

目
。元
は
参
加
者
の一
人
で
し

た
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

勉
強
を
し
て
現
在
講
師
を
務

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
毎
年
、日
吉
地

区
セ
ン
タ
ー
文
化
祭
や
港
北

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・施
設

慰
問
な
ど
で
フ
ラ
を
披
露
し

て
き
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
調
し
た
ブ
ル
ー
の
ド
レ

ス
も
ま
だ
着
る
こ
と
が
な
い

ま
ま
な
の
で
す
。

参
加
さ
れ
て
い
る
中
島
さ

ん
（
87
歳
）は「
手
の
上
げ
下

げ
や
膝
の
痛
み
も
出
て
き
た

け
れ
ど
も
、先
生
が
リ
ハ
ビ
リ

の
つ
も
り
で
ど
う
ぞ
、と
お
っ

し
ゃっ
て
い
た
だ
い
て
安
心
し

て
こ
ち
ら
に
通
っ
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

島
村
さ
ん
（
82
歳
）は
再
開

し
て
２
カ
月
目
、そ
れ
ま
で
は

10
年
間
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し

ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

藤
戸
さ
ん
（
83
歳
）は「
気

分
転
換
に
最
高
で
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」と
ま
た
、

進
藤
さ
ん
は「
最
初
の
頃
は
踊

れ
た
け
れ
ど
今
は
な
か
な
か

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

で
も
頭
と
体
を
使
っ
て一生
懸

命
覚
え
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
」と
の
事
で
し
た
。

稲
葉
さ
ん
（
71
歳
）

は
体
験
で
こ
ち
ら
の
教

室
に
参
加
し
て
健
康
維

持
の
た
め
に
参
加
。「
ハ

ワ
イ
の
音
楽
に
乗
っ
て

踊
る
の
が
と
て
も
心
地

良
い
」と
の
こ
と
で
す
。

岩
田
先
生
は
も
と
も

と
菊
名
地
区
セ
ン
タ
ー

の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
レ
イ
と

言
う
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
グ

ル
ー
プ
を
担
当
さ
れ
て

い
ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
踊
り
も
と

て
も
楽
し
い
が
、健
康
の
た
め

に
来
て
い
る
方
が
多
く
、体
幹

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
先
に
気
持
ち
を
こ
め
て

動
か
す
こ
と
で
脳
に
も
良
い

の
で
す
。ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
は
美
し
く
楽
し
い
こ
と

か
ら
注
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
美
し
い
ド
レ
ス
や
レ

イ
を
着
け
て
皆
さ
ん
の
前
で

踊
る
の
こ
と
も
気
分
が
す
っ

き
り
し
ま
す
ね
。本
場
ハ
ワ
イ

で
は
車
椅
子
の
方
が
ニ
コ
ニ
コ

と
手
だ
け
で
踊
っ
て
い
る
人
も

多
い
と
の
事
で
し
た
。

脳
梗
塞
な
ど
で
杖
の
人
で

も
リ
ハ
ビ
リ
で
続
け
れ
ば
筋

力
を
鍛
え
ら
れ
生
活
に
潤
い

が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。聴

覚
に
問
題
が
あ
る
方
で
も一生

懸
命
音
を
聞
こ
う
と
す
る
こ

と
で
良
く
な
る
こ
と
も
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。女
性
だ
け
の

ク
ラ
ス
で
す
の
で
も
し
ご一緒

に
参
加
し
た
い
方
が
い
た
ら

お
越
し
く
だ
さ
い
。第
２・４

金
曜
日
13
時
か
ら
15
時

問

い
合
わ
せ
先
は
稲
葉
☎（
５
６

２
）１
５
６
９

留
守
番
電
話

に
伝
言
を
し
て
く
だ
さ
い
ね

社
交
ダ
ン
ス
む
つ
み
会

えがお
真龍堂さんにもっと詳しく
相談したい場合は
080(6597)7388
までご相談ください

短
歌
の
題

公
園
や
道
路
に
落
葉
が
積
って
い
ま
す
。今
月
も
沢
山
の
投
句
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。気
に
な
っ
た
こ
と
が
、一つ
。季
語
の
重
な
り
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。句
の
焦
点
が
呆
け
る
の
で
出
来
る
だ
け

一
句
に
季
語
一
個
と
し
ま
し
ょ
う
。

次
は
セ
ー
タ
ー
で
す
。是
非
温
ま
る
セ
ー
タ
ー
の
１
句
を
。

「
こ
っ
そ
り
」の
反
対
語
は「
大
っ
ぴ
ら
」、類
語
に
は「
こ
そ
こ
そ
」

「
ひ
っ
そ
り
」等
々
。こ
そ
泥
は
こ
そ
こ
そ
泥
棒
の
略
で
す
か…

…

な
ど

と
調
べ
て
い
る
と
、埼
玉
県
の
方
言「
こ
そ
こ
そ
」に
つ
な
が
り
ま
し

こ
っ
そ
り  

ま
た
は
自
由  
選
者

  

新
垣
紀
子

落
葉
ま
た
は
自
由

選
者

  

大
垣
鹿
乃
子

枯
ま
た
は
自
由

西
巻  

真
選

大垣先生

新垣先生

シ
ョ
パ
ン
弾
く
駅
中
ピ
ア
ノ
の
若
者
に
我
も
囲
み
て
暫
し
憩
え
り

大
石
規
余
江

今
後
の
お
題

今
後
の
お
題メールは→　kouhokuegao@gmail.com　HP http://kouhokuegao.com/toukou

副
業
も
昔
こ
っ
そ
り
今
堂
々

こ
っ
そ
り
と
食
べ
て
も
猫
は
み
の
が
さ
ぬ

目
指
す
の
は
キ
ン
肉
バ
ア
バ
ジ
ム
通
い

こ
っ
そ
り
と
日
が
な
指
折
り
川
柳
を

こ
っ
そ
り
と
風
呂
場
で
練
習「
北
酒
場
」

髭
剃
り
後
妻
の
ク
リ
ー
ム
こ
っ
そ
り
手
に

パ
パ
サ
ン
タ
こ
っ
そ
り
夜
に
贈
り
物

子
を
寝
か
せ
こ
っ
そ
り
楽
し
二
人
酒

婆
さ
ん
が
こ
っ
そ
り
隠
す
年
金
簿

好
い
た
仲
木
陰
で
そ
っ
と
手
を
握
り

こ
っ
そ
り
し
て
本
家
へ
行
く
ふ
り
パ
チ
ン
コ
へ

振
り
向
け
ば
冬
将
軍
が
仁
王
立
ち

こ
っ
そ
り
と
玄
関
開
け
れ
ば
猫
が
待
つ

こ
っ
そ
り
と
今
の
ア
イ
ド
ル
ビ
デ
オ
と
る

こ
っ
そ
り
と
測
っ
て
み
て
も
同
じ
事

へ
そ
く
り
の
額
を
確
か
め
苦
笑
い

こ
っ
そ
り
と
の
ぞ
い
て
み
た
い
妻
サ
イ
フ

こ
っ
そ
り
と
金
を
ご
っ
そ
り
盗
み
出
す

こ
っ
そ
り
と
家
を
出
て
暮
ら
す
ひ
っ
そ
り
と

枕
辺
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
置
く
サ
ン
タ
さ
ん

多
数
派
の
影
に
い
つ
で
も
潜
ん
で
い
た

び
っ
く
り
し
た
妻
の
へ
そ
く
り
こ
っ
そ
り
見
た

新
リ
ー
ダ
ー
影
で
こ
っ
そ
り
素
振
り
か
な

こ
っ
そ
り
と
小
遣
い
隠
す
手
に
ぬ
く
も
り

こ
っ
そ
り
し
て
冷
や
酒
あ
お
り
そ
の
う
ま
さ

徒
党
組
み
海
の
コ
ソ
泥
や
り
放
題

こ
っ
そ
り
の
昼
飲
み
今
は
堂
々
と

自
由
吟

懐
の
温
暖
化
待
つ
歳
の
暮
れ

訪
日
は
お
断
り
で
す
オ
ミ
ク
ロ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
夜
中
の
バ
イ
ト
手
を
挙
げ
る

オ
ミ
ク
ロ
ン
来
れ
ば
頼
ら
れ
尾
身
苦
労

旬
の
物
食
べ
て
寿
命
が
少
し
伸
び

内
緒
だ
と
言
え
ば
た
ち
ま
ち
知
れ
渡
り

頑
張
る
ね
還
暦
過
ぎ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

フ
ト
コ
ロ
は
近
頃
減
少
コ
ロ
ナ
並

眩
し
く
て
カ
ー
テ
ン
を
引
く
あ
り
が
た
さ

大
人
用
オ
ム
ツ
を
は
い
て
バ
ス
旅
行

静
養
し
て
マ
ス
ク
美
人
だ
小
池
知
事

dancyu

で
レ
シ
ピ
以
上
に
減
る
ワ
イ
ン

大
谷
さ
ん
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
も
賞
タ
イ
ム

取
り
込
ん
だ
セ
ー
タ
ー
畳
み
落
ち
葉
髪

い
ま
日
本
コ
ロ
ナ
に
揺
れ
て
地
下
も
揺
れ

だ
い
ち
ゃ
ん

た
ま
の
マ
マ

と
も

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

漠
然
問
題
73

鬚
の
パ
パ

博
子

二
川
徹

文
太
郎

前
田
浩
一

マ
コ
ト

山
本
と
ん
一

弓
男

よ
し

わ
び
す
け

ア
チ
ロ
ー

稲
村
星
笑

う
す
い
か
つ
じ

う
す
い
か
つ
じ

艶
競

お
さ
む

九
十
才
男京

ケ
イ

小
林

坂
井
啓
児

新
横
浜
太
郎

二
川
徹

二
川
徹

文
太
郎

磨
実
久

山
本
と
ん
一

好
子

ア
チ
ロ
ー

稲
村
星
笑

艶
競

お
さ
む

小
林

ス
ナ
や
ん

だ
い
ち
ゃ
ん

と
も

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

最
近
い
ろ
い
ろ
な
駅
で
ピ
ア
ノ
が
お
い
て
あ
る
の
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
弾
い
て
い
る
若
者

の
周
り
に
聴
衆
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
作
者
も
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
。
よ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
演
奏
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

た
。「
こ
つ
こ
つ
」「
少
し
ず
つ
」を
意
味
す
る
の
だ
そ

う
で
す
よ
、へぇ
ー
。

調
べる
って
、ほ
ん
と
楽
し
い
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
。

「
只
今
」
と
玄
関
先
の
梟
の
マ
ッ
ト
に
言
へ
ば
誰
や
居
る
ご
と
し

北
川
幾
代

よ
く
分
か
る
光
景
で
す
。
誰
も
い
な
い
の
に
、
う
ち
に
帰
っ
て
く
る
と
な
に
か
に
「
た
だ
い
ま
」
と
言
い
た
く
な

り
ま
す
。
玄
関
先
の
梟
の
マ
ッ
ト
も
笑
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
壁
の
真
っ
赤
な
蔦
も
今
朝
は
枯
れ
静
脈
の
ご
と
生
き
て
張
り
付
き

坂
井
啓
児

蔦
が
静
脈
の
よ
う
に
張
り
付
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
鮮
や
か
な
見
立
て
だ
と
思
い
ま
す
。
下
の
句
、
「
張
り
付

き
」
と
い
い
差
し
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
る
よ
り
は
、
「
張
り
付
く
」
と
し
っ
か
り
止
め
た
ほ
う
が
よ
り
読
者
に
伝
わ

り
や
す
い
歌
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

屋
根
の
上
に
泉
の
ご
と
く
光
湧
き
浄
化
さ
れ
つ
つ
今
日
が
始
ま
る

お
も
な
が
屋

こ
ん
に
ち
は
。「
港
北
え
が
お
」の
短
歌
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。今
月
の
お
題
は「
枯
」ま
た
は
自
由
詠
で
す
。い
よ
い
よ
冬
到

来
で
す
ね
。早
速
み
な
さ
ん
の
歌
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

朝
日
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
泉
の
ご
と
く
湧
い
て
い
る
光
に
浄
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
自
分
の
体
験
を
歌
に
な

さ
っ
て
い
ま
す
ね
。
朝
日
を
浴
び
て
、
一
日
を
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
い
う
作
者
の
す
が
す
が
し
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

文壇投稿専用QR
コード（スマホ用）

落
葉
一
つ
除
く
ゴ
ル
フ
の
選
手
権

文
太
郎

大
木
の
ぐ
る
り
桜
の
落
葉
掃
く

さ
く
ら
ん
ぼ

か
く
れ
ん
ぼ
落
葉
蹴
散
ら
し
静
ま
り
ぬ

好
子

吹
き
上
が
る
い
ち
ょ
う
落
葉
に
し
の
ぶ
里

ケ
イ

爺
真
似
て
い
ち
ょ
う
落
葉
を
か
ぶ
る
孫

坂
井
啓
児

朴
落
葉
ば
さ
り
と
落
ち
て
向
き
は
裏

坂
井
啓
児

信
玄
の
隠
し
湯
訪
ね
落
葉
踏
む

賢
一

ふ
る
さ
と
の
さ
く
ら
ロ
ー
ド
の
落
葉
か
な

る
み
子

バ
ス
の
尻
落
葉
舞
い
上
ぐ
港
町

容
一

溢
る
る
は
や
さ
し
き
音
や
落
葉
籠

喜
美
子

か
さ
こ
そ
と
落
葉
の
中
を
吾
子
の
ゆ
く

と
み
子

自
由

ポ
ッ
ク
リ
が
履
け
ず
泣
く
吾
子
七
五
三

敦
子

冬
ざ
る
る
夜
泣
き
の
声
の
届
き
け
れ

三
徑

酉
の
市
重
き
熊
手
の
覚
悟
か
な

文
太
郎

小
春
日
や
話
し
上
手
に
聞
き
上
手

久
子

風
立
ち
て
遠
汽
笛
聞
く
小
春
か
な

和
美

朝
冷
や
歩
幅
大
き
く
前
へ
前
へ

由
紀
子

生
命
は
四
十
億
年
前
に
出
ず
枯
れ
ゆ
く
我
の
心
豊
か
に

博
子

冬
色
に
変
わ
り
し
樹
々
の
中
に
ゐ
て
椿
の
緑
し
た
た
る
ご
と
し
鈴
木
宗
子

生
命
が
四
十
億
年
前
に
始
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
起
源
を
考
え
て
い
る
と
、
自
分
の
心
が
豊
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ

う
い
う
歌
だ
と
思
い
ま
す
。
太
古
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
と
、
自
分
の
不
思
議
さ
に
力
が
み
な
ぎ
っ
て
来

る
の
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
。

川
柳
の
題

十
二
月
末
〆

音

一
月
末
〆

あ
っ
ぱ
れ

二
月
末
〆       

腹
が
立
つ

俳
句
の
題

十
二
月
末
〆

セ
ー
タ
ー

一
月
末
〆

初
詣

二
月
末
〆

余
寒

十
二
月
末
〆

餅

一
月
末
〆

豆

二
月
末
〆

芽

自
由
題
も
歓
迎
。
投
稿
を

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

〒
２
２
２‐

０
０
３
２

港
北
区
大
豆
戸
町

４
２
３‐

３‐

１
０
２

え
が
お
文
壇
係

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
９
９
）６
４
３
２

簡
潔
で
と
て
も
良
い
歌
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
樹
木
が
冬
色
に
変
わ
っ
て
く
る
な
か
で
、
椿
だ
け
は
生
命
力
を
持
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
様
子
を
よ
く
観
察
で
き
て
い
ま
す
ね
。

来
月
も
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う

モデルさんの推薦・立候補・倉屋先生への質問や
ファンレターは編集部まで  ☎090-8305-1006

倉屋先生から ファッションコメント

えがおdeプラチナFASHION塾
柴田和子さん 73歳  昭和23年10月10日生まれ

生まれは杉並区久我
山。母の手作り服が大好
きだった幼少時代。その
頃からバレーを習い団体
徒手体操の全日本優勝
の経験者。
　ファッションは学生時代
は制服・体操服一辺倒。
　高校を出てからは青・
紺色の綺麗なワンピース
をきだったそうです。
　自由が丘のクリスチャ
ン・オジャールのブティッ
クに通い、給料の多くを
注ぎ込むほどのおしゃれ
さん。
　アクセサリーは宝石で
はなく、大きくてインパク
トのあるアイテムが好き。
　今自分が気をつけてい
ることは「似合う色好きな
似合う形を意識する」こ
と。好きな色はオレンジと
紺。
　アウターになるコート・
スーツを大切にして、納
得したものを着る。

　機織りで自ら着物を4着も織ったそうです。
六本木の布と言うお店がお気に入りです。

　花柄パツチワークといい、配色といい、個性的ですね。
　わたしも現役時はクリスチャン・オジャールのコレクションを現地
で見てきましたが、柴田さんのコーディネートを拝見して良き時代
を感じました。
明るい色や‘80年代の華やかでポジテイブな表現が今年のトレンド。

【綺麗な色】、そして小物で上手に演出をし、足元に気
をつけてスニーカーを上手に履く事がおすすめです。
　これからも素敵なファッションをお楽しみ下さい。

045-540-2861045-540-2861
有限会社港北ケアプラン横浜市港北区大倉山 6-5-14　045-540-2861 採用担当：坂本

登録ヘルパー募集！登録ヘルパー募集！

居宅介護支援・訪問介護・福祉用具

賞与年 2

港北ケアプラン港北ケアプラン
未経験・未資格者歓迎！ 資格がなくてもOK、資格取
得補助あり (ホームヘルパー 2級・初任者研修修了者 尚可）

港北ケアプランは地域に愛されて16年



彩りあふれる豊かな生活をもう一度取り戻す

港北警察署からお知らせ
詐欺の電話が多発しています

不安なときは迷わず

C O N T E N T S

港北警察署 ５４６-０１１０

港北警察署からお知らせ
詐欺の電話が多発しています

不安なときは迷わず

C O N T E N T S

表紙　田原  セイさん 85歳 
えがおdeプラチナFASHION塾
社交ダンス・むつみ会
フラ　ジャスミン
区老連グラウンドゴルフ大会
えがおの介護相談所
えがお文壇 
川柳 俳句 短歌　真龍堂の占い
小川さんの港北見どころ探訪
えがおのひろば
えがおの先生  松本 しのぶ先生
ボランティア募集・編集後記

港北警察署 ５４６-０１１０

えがお  1月号
港北区限定

港北区老人クラブ連合会 会員募集
健康・友愛・奉仕の精神を掲げて、老人福祉法に
基づき活動し、4600人以上の会員がいます。
令和3年度は60周年の記念の年です。
コロナ禍だからこそさまざな活動を通して会員同
士の交流が大切です。ぜひ会員になりませんか。
電話　547-6506（FAX共通）
番号の間違いのないようにお願い申し上げます

ま つ   も と

登録番号 030番 

松本 しのぶ先生
　日本スポーツ協会公認スポー
ツ指導員　エアロビックコーチ1
27歳からエアロビクスのコーチ
を務めるインストラクター。夫の
地元、日吉で横浜介護予防講座
の資格を取得し、講座を始める。
　松本先生の特徴はなんといっても音楽。音楽を使って
体操すると心地よく動けて、楽しく運動ができる。
　そのため曲選びは、教室にお越しになる参加者さん達
の世代や好きなものや特徴に合わせて念入りに選んで
いるとの事でした。
　体操がうまくできるかより「楽しいかどうか」が重要！
だから楽しそうなんですね！　アップテンポな曲でも繰り
返し挑戦していくうちにうまくできて達成感を得て自信
につながります。　外出しにくいから、と戸惑っていたり、
「友達がいないから・1人で心配かしら」と言う方こそ松本
先生のクラスはいかがでしょうか？
　腰や膝が痛いときこそ、介護などで体を酷使している
方こそ、痛みが出る前にぜひ体操にして体のメンテナン
スをすることがとても重要です ！

「友達がいないから・1人で心配かしら」と言う方こそ松本
先生のクラスはいかがでしょうか？
　腰や膝が痛いときこそ、介護などで体を酷使している

松本先生の教室情報
日常生活で継続できる体操を習得し、健康、体力の維持、
向上をめざす「粋な男の体操サークル」は参加者募集中 ！
新吉田地域ケアプラザで毎月第3木曜、第4水曜で 10時
~11時30分　☎592-2151担当河内さんまで
新規の講座やご依頼は松本先生まで090-2219-7153
えがおの先生になりたい！　松本先生への依頼は
☎090-8305-1006 　えがお　でも受け付けます。

プ
ラ
チ
ナ
世
代
が
稽
古
。チ

ケ
ッ
ト
制
で
お
気
軽
に
無
料

体
験
有
り
菊
名
地
区
セ
ン

タ
ー
・
毎
週
水
曜
・
隔
週
木

曜・費
用・個
人
稽
古
月
４
回

８
０
０
０
円（
チ
ケ
ッ
ト
１
回

２
５
０
０
円
）・グ
ル
ー
プ
稽

古
月
２
回
３
０
０
０
円
・
浴

衣
、帯
は
無
料
レ
ン
タ
ル
有
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袋
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い
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つ
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用
意
・
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１
２
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０
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４
５
１
１

水
木
さ
ん
ま
で

水
木
流
日
本
舞
踊
教
室

臨
床
美
術
教
室・認
知
症
の

予
防
や
ケ
ア
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
城
郷
小
机
地
区
セ
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タ
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第
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土
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時
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分
〜
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時
半
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０
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円

（
材
料
費
込
）手
ぶ
ら
で
ど
う
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０
８
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５
４
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８
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０
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１

え
が
お
の
先
生
・

越
前
吉
子
さ
ん

い
き
い
き
ア
ー
ト

音
楽
と
落
語
の
宅
配
便・前

半
は
童
謡
唱
歌・後
半
は
落

語・樽
町
ケ
ア
プ
ラ
ザ
12
月

18
日（
土
）10
時
〜
11
時
半・５

０
０
円（
お
茶・飴
代
）こ
の

あ
と
は
１
月
15
日
・
29
日

（
土
曜
開
催
）☎（
５
４
５
）２

３
７
５・濱
崎
さ
ん
ま
で

志
隆
の
会

蕎
麦
好
き
な
人
は
ぜ
ひ一
緒

に
楽
し
み
ま
せ
ん
か・仲
町

台
地
区
セ
ン
タ
ー・港
北
区

の
方
募
集
中
・
第
２・
４
金

曜・【
費
】月
１
０
０
０
円
別

途
蕎
麦
粉
代
金【
持
】エ
プ

ロ
ン・
三
角
巾
他
☎
０
９
０

（
９
１
８
１
）１
６
３
２
杉
山

蕎
麦
の
会

１
月
29
日（
土
）・菊
名
地
区

セ
ン
タ
ー
・14
時
〜
15
時
半

【
定・先
】30
名【
申
】来
館・☎

【
受
】
12
月
17
日
10
時
〜
無

料・出
演・浪
漫
亭
来
舞・千

里
家
圓
九・千
弦
家
こ
ま
り

☎（
４
２
１
）１
２
１
４
ま
で

新
春
菊
名
寄
席

編
み
物
の
疑
問
を
解
消・１

月
26
日（
水
）13
時
半~

15
時

半・樽
町
ケ
ア
プ
ラ
ザ・定
員

15
名・【
費
】無
料【
持
】材
料

持
ち
込
み
・
講
師:

池
内
俊

輔
・
智
子
両
氏（
綱
島
駅
旧

駅
ビ
ル
の
手
芸
店
亜
華
絲

屋
の
元
経
営
者
）【
受
】１
月

５
日（
水
）~

１
月
16
日（
日
）

【
申
】☎（
５
３
２
）２
５
０
１   

ニ
ッ
ト
カ
フ
ェ
た
る
ま
ち

横
浜
ド
リ
ー
マ
ー
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ・グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ・会
員
32
名（
94
歳
〜

64
歳
）横
浜
ラ
ポ
ー
ル（
鳥
山

町
１
７
５
２
）活
動
日
・
第

１・３・４
火
木・第
２
火・９

時
半
〜
11
時・【
費
】年
４
０
０

０
円・【
持
】・帽
子・運
動
靴

３
日
間
無
料
体
験
有
☎（
４

３
１
）８
４
３
５
黒
川
さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
募
集

１
月
22
日（
土
）
13
時
半
〜・

港
北
公
会
堂・上
映
会
＆
完

成
記
念
イ
ベ
ン
ト・無
料
先

着
２
５
０
名・主
催
小
机
城

の
あ
る
ま
ち
を
愛
す
る
会
よ

こ
は
ま
縁
む
す
び
講
中
実

行
委
員
会・ス
タ
ー
リ
ン
ク

ス×

神
奈
川
工
業
高
校
デ
ザ

イ
ン
科
☎
０
９
０（
６
１
３

８
）５
７
５
２
川
上
さ
ん

小
机
の
重
政
ア
ニ
メ
上
映

皆
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う・新
横
浜

自
治
会
館・毎
月
第
１
水
曜

日（
１
月
５
日
お
抹
茶
を
楽

し
む・２
月
２
日
・
豆
ま
き・

最
中
作
り
）
10
時
〜
11
時

半・【
費
】１
０
０
円・☎（
４

７
７
）３
４
２
１
高
橋
さ
ん

サ
ロ
ン
こ
も
れ
び

合
気
道
は
老
若
男
女
が
マ

イ
ペ
ー
ス
で
稽
古
可
能
。健

康
法・護
身
術
で
楽
し
く
活

動
・
神
奈
川
県
立
武
道
館

（
岸
根
公
園
駅
す
ぐ
）毎
木

曜
13
時
半~

14
時
45
分・15
時

~

16
時
15
分・入
会
金
３
３
０

０
円・会
費
６
６
０
０
円（
月

４
回
）見
学
自
由・体
験
無
料

☎
０
９
０（
８
８
４
９
）１
２

８
５・藤
咲（
合
気
道
七
段
）

合
氣
の
発
見
会

神
奈
川
県
健
康
つ
く
り
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
中
心
に
な
っ
て

地
域
の
高
齢
者
対
象
に
健

康
と
生
き
が
い
を・ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ・フ
レ
イ
ル

予
防
ミ
ニ
講
座
を
開
催・菊

名
地
区
セ
ン
タ
ー
毎
月
第
４

木
曜
13
時
〜
15
時
・
12
月
23

日
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル・１

月
27
日
体
力
測
定・費
用
３

０
０
円【
問
】・☎
０
９
０（
４

０
６
４
）８
８
２
２
田
中
さ
ん

ま
め
ど
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

つ
な
し
ま
相
談
室
・つ
な
し

ま
交
流
室
が
移
転・時
間:

月

曜~

金
曜
９
時~

17
時・綱
島

西
２-

11-

５
シ
ュ
ロ
ス
オ
ー

タ
ニ
綱
島
２
階・【
問
】☎（
５

３
４
）１
２
２
０【
Ｆ
】（
５
４

５
）１
０
２
０

移
転
情
報
！

ど
な
た
で
も
参
加
し
て
頂
け

る
集
い
の
場
・
１
月
24
日

（
月
）
10
時
〜
12
時「
お
抹
茶

を
た
の
し
む
」会
場
Ｎ
Ｉ
Ｃ

ハ
イ
ム
綱
島
第
７（
３
階
集

会
室
）参
加
費
３
０
０
円（
茶

菓
代
含
）福
祉
ク
ラ
ブ
生
協

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

路
☎（
５
６
１
）３
０
３
０

サ
ロ
ン
み
ち

２
月
13
日（
日
）オ
ー
プ
ン
デ

イ~

ま
ち
の
先
生
PR
展~

９

時
半~

17
時・大
倉
山
記
念

館
・
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
港

北
区
ま
ち
の
先
生
が
、館
内

で
パ
ネ
ル
展
示
で
、活
動
を

紹
介
し
ま
す【
問
】☎（
５
４

４
）１
８
８
１
ま
で
ど
う
ぞ

ま
ち
の
先
生
PR
展
１
月
20
日（
木
）~

23
日（
日
）

高
校
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
10
時~

16
時
半・横
浜
北
部
県
立
高・

養
護
学
校
文
化
ク
ラ
ブ
作

品
展（
書
道・華
道・写
真・美

術・造
形
作
品
）・１
月
23
日

（
日
）ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

10
時~

14
時・音
楽
関
係
部・

【
問
】・☎（
５
４
４
）１
８
８
１

高
校
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

初
心
者
歓
迎・篠
原
地
区
セ

ン
タ
ー・第
１・３
水
曜
12
時

半~

14
時
半・３
２
０
０
円・

月
指
導
料
、材
料
費
お
手
本

代
込
・
施
設
利
用
料
別
・
画

材
道
具・お
持
ち
で
な
い
方

に
は
講
師
が
ア
ド
バ
イ
ス
☎

０
９
０（
１
１
０
５
）６
２
３

９

酒
井
幸
子
さ
ん

墨
彩
画
幸
彩
会

組
み
合
わ
ず
に
行
う
ダ
ン
ス

ス
テ
ッ
プ
講
習・短
期
講
座

社
交
ダ
ン
ス
体
験（
全
２
回
）

２
月
10・24
日（
木
）
10
時
15

〜
11
時
45
分
菊
名
寿
楽
荘・

人
数
10
名・費
用
１
０
０
円

【
申
】１
月
20
日（
木
）〜
窓
口

か
☎（
４
３
３
）１
２
５
５

社
交
ダ
ン
ス
体
験
講
座

開
館
20
周
年
コ
ミ
ハ
亭
新
春

演
芸
会・落
語・謡
曲・マ
ジ
ッ

ク・講
談・１
月
30
日（
日
）

13
時
半
〜
15
時
・
人
数
26
人

申
込
は
☎（
４
０
１
）４
９
６

４【
申
】１
月
18
日（
火
）
10

時
〜
先
着
順
で
す
！

コ
ミ
ハ
亭
新
春
演
芸
会

薬
膳
料
理
で
自
己
免
疫
力

ア
ッ
プ
１
月
22
日(

土)

10
時

~

13
時【
費
】１
８
０
０
円

【
材
料
費
含
】【
定
】９
名・柴

田
さ
や
か
先
生・飲
食
無
し・

持
ち
帰
り
容
器
用
意・【
申
】

12
月
18
日(

土)
10
時
〜
来
館・

☎
城
郷
小
机
地
区
セ
ン

タ
ー
☎（
４
７
２
）１
３
３
１

季
節
の
薬
膳
料
理

１
月
14
日（
金
）
認
知
症
当

事
者
・
本
人
大
使
・
丹
野
智

文
氏
が
港
北
図
書
館
か
ら

配
信・13
時
半~

15
時
半・オ

ン
ラ
イ
ン
無
料
開
催・要
申

込
み・【
問
】大
豆
戸
ケ
ア
プ

ラ
ザ
☎（
４
３
２
）４
９
１
１

第
４
回
認
知
症
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
る
図
書
館
の
つ
ど
い

えがお

ひろば

http://kouhokuvg.yokohama/

川
和
富
士
か
ら
池
辺
富
士
へ

春
を
呼
ぶ・か
つ
て
の
港
北
区

内・川
和
町
跡・川
和
富
士
の

頂
上・池
辺
富
士
散
策・２
月

19
日(

土)

集
合
９
時
半
川
和

町
駅
↓
ゆ
う
ば
え
の
み
ち
↓

川
和
富
士
↓
池
辺
富
士
↓
都

築
ふ
れ
あ
い
の
丘
駅(

約
６

㌔)

参
加
費
５
０
０
円(

保
険

料
等)

雨
天
中
止・募
集
50
人

締
切・２
月
７
日（
月
）必
着
往

復
は
が
き・HP
で「
川
和
富
士
」

〒
住・名
☎
記
入・宛
先・【
問
】・

港
北
区
大
豆
戸
町
26-

１

港
北

区
区
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（
５
４
０
）２
２
４
６

主
催

港

北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

港
北
ボ
ラ
ン
ティ
ア
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

篠
原
地
区
の
高
齢
者
家

族・独
居
の
方・支
援
必
要

な
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣（
有
料
）安
否
確
認
の
安

心
コ
ー
ル（
月
５
回
）篠
原

ケ
ア
プ
ラ
ザ
内
で
開
室
・

月
５
回
火
曜
・
土
曜
・
☎

（
４
３
４
）８
７
３
３・受
け

付
け
月
〜
土
10
時
〜
16
時

詳
し
く
↓
の
わ
が
ま
ち
篠

原
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

し
の
は
ら
相
談
室https://wagamati-sinohara.wixsite.com/home

刺
繍
を
楽
し
み
な
が
ら
、脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。１
月
21

日（
金
）
13
時
〜
15
時・師
岡

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
参
加

費
１
４
０
０
円
先
着
15
人
・

【
申
】12
月
17
日
10
時
〜
☎

（
５
３
４
）２
４
３
９

ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
講
座

適
度
な
負
荷・ス
ト
レ
ス
を

組
合
わ
せ
る・脳
寿
命
を
延

ば
す・１
月
20
日（
木
）
10
時

〜
11
時
45
分・菊
名
寿
楽
荘

【
定
・
先
】15
名
・
参
加
無
料

【
申
】１
月
５
日（
水
）〜
窓
口

か
☎（
４
３
３
）１
２
５
５

す
こ
や
か
体
操

人
気
の
川
柳
講
座
題「
黄
色

」句
会
に
も
挑
戦
。３
月
12
日

（
土
）
13
時
〜
15
時
半
師
岡

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
参
加

費
３
０
０
円
成
人
先
着
８

人・１
月
18
日
10
時
〜
☎（
５

３
４
）２
４
３
９

ひ
ね
っ
て
笑
っ
て
川
柳
講
座

音
楽

活
動

学
び

健
康

文
化

催
物

貢
献
役割を持つことで健康増進！
配布ボランティアを募集中！　
家の周りや知り合い、知人や親しい
お店などにえがおを配布してくれ
る人募集中 ！20枚くらいです ！
編集部　☎090（8305）1006

タイトルの色には意味が
あります！以下の分類です

おまたせ！港北童謡の会が
港北公会堂で再開します！

後援・港北区役所 港
北
童
謡
の
会

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
７
０
（
５
５
５
６
）

１
４
９
１
は
か
り
や
ま
で

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ

で
読
み
込
ん
で
下
さ
い
。

第
１
６
０
回
12
月
21
日
（
火
）

ク
リ
ス
マ
ス
と
日
本
の
歌

出
演
・
指
導
・
竹
内
雅
挙
先
生
（
バ

リ
ト
ン
）
佐
久
間
大
和
先
生
（
バ
イ

オ
リ
ン
）
福
崎
由
香
先
生
（
ピ
ア
ノ
）

第
１
６
１
回
１
月
18
日
（
火
）

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
・
指
導
・
三
縄
み
ど
り
先
生
（
ソ

プ
ラ
ノ
）

場
所
・
港
北
公
会
堂

時
間
・
14
時

〜
16
時
（
開
場
は
13
時
半
か
ら
）

参
加
費
９
０
０
円

定
員
２
０
０
名

マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
・
検
温
実

施
な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

投稿や問い合わせ  掲載や取材の希望はえがお編集部までお気軽に　info@kouhokuegao.com
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編

集

記

後

昭
和
11
年
４
月
１
日
秋

田
県
由
利
郡（
現
在
の
に
か

ほ
市
）生
ま
れ
。半
農
半
漁

の
家
の
６
人
兄
弟
の
末
娘
。

４
歳
で
母
が
亡
く
な
る
。

「
セ
イ
を
大
切
に
」と
い
う

母
の
遺
言
も
あ
り
、大
切
に

育
て
て
ら
れ
た
。小
学
校
に

行
く
前
に
手
漕
ぎ
舟
に

乗
っ
て
ハ
タ
ハ
タ
漁
に
出

る
。家
族
総
出
で
漁
協
に

収
め
る
、茅
で
編
ん
だ
雪
囲

い
し
た
り
、田
ん
ぼ
に
肥
や

し
を
撒
く
、と
、子
供
も
働

き
手
の
家
族
で
育
っ
た
。男

兄
弟
で
育
っ
た
こ
と
も
あ

り
活
発
で
元
気
な
少
女
。

プラチナ世代交流フリーペーパー　えがお　通巻48号　令和3年12月15日発行　令和4年1月号　1面　えがおは無料の新聞です　ご自由にお持ち帰りください。 プラチナ世代交流フリーペーパー　えがお　通巻48号　令和3年12月15日発行　令和4年1月号　4面  ご注意！コロナ禍ですので開催前にご確認をお願い致します

子
ど
も
は「
の
び
の
び
と

育
て
よ
う
」と
夫
婦
で
力
を

合
わ
せ
乗
り
越
え
て
き
た
。

高
校
に
行
く
が
働
き
た

く
て
、（
に
か
ほ
市
）平
沢
郵

便
局
で
電
話
交
換
や
窓
口

業
務
を
し
て
暮
ら
す
。

24
歳
の
時
、東
京
に
い
る

兄
に
呼
び
寄
せ
て
も
ら
い
、

そ
し
て
お
正
月
の
宴
会
で

友
達
の
夫
の
友
達
で
あ
っ
た

夫
と
知
り
合
う
。
29
歳
で

結
婚一男一女
を
設
け
る
。結

婚
し
た
当
時
若
い
夫
婦
は

お
金
が
な
か
っ
た
が
幸
せ

だ
っ
た
と
語
る
。

コ
ロ
ナ
も一
段
落
と
思
っ
て
い

た
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
現
れ
ま

し
た
・
相
当
し
ぶ
と
い…

で
す

ね
。体
の
健
康
も
同
じ
。あ
れ
が

だ
め
な
ら
こ
の
手
で
行
こ
う
！

と
楽
し
む
こ
と
に
貪
欲
な
く
ら

い
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
か
も
。

「
こ
っ
ち
が
だ
め
な
ら
あ
っ
ち
で
」

と
お
出
か
け
先
や
手
段
を
探
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
！

えがおの活動を寄付で応援！
横浜銀行　菊名支店（395）
普通　6059770　克美企画　
本 間 克 之 　どうぞ 宜しく！

え
が
お
の
掲
載
内
容
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
対
応
の
変
化
で
、記
載
通
り
に
実
施
で
き
な
い
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。参
加・申
込
み
な
ど
は
ご
自
身
で
確
認
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
え
が
お
を
区
内
の
お
知
ら
せ
に
活
用
く
だ
さ
い
。
広
告
に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
は
え
が
お
の
取
り
扱
い

克
美
企
画
０
９
０（
８
３
０
５
）１
０
０
６
ま
で
お
気
軽
に

え
が
お
ひ
ろ
ば
の
表
記
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
致
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
↓【
問
】受
け
付
け
↓【
受
】
申
し
込
み
↓【
申
】
抽
選
↓【
抽
】
電
話
↓
☎
持
ち
物
↓【
持
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
↓【
Ｆ
】
定
員
↓【
定
】
締
め
切
り
↓【
締
】
費
用
↓【
費
】
資
格
↓【
資
】
往
復
は
が
き
↓【
往
】
材
料
↓【
材
】
そ
の
他
同
様
に
表
記
致
し
ま
す
。

田
原  

セ
イ
さ
ん

た

は
ら

34
歳
で
自
分
も
働
き
た

い
と
夫
に
相
談
す
る
と「
家

事
を
き
ち
ん
と
す
れ
ば
好

き
な
こ
と
を
し
な
さ
い
」と

勧
め
て
く
れ
生
保
レ
デ
ィ
ー

と
し
て
働
き
は
じ
め
る
。

三
歳
の
と
き
に
も
ら
っ
た
命
だ
か
ら

当
時
営
業
先
で
会
っ
た

大
学
の
先
生
が「
女
性
が
働

く
事
は
と
て
も
良
い
こ
と
、

し
か
し
家
に
帰
っ
た
ら
お
母

さ
ん
に
な
り
き
り
な
さ
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

64
歳
ま
で
働
き
続
け
る

辛
い
こ
と
も
多
か
っ
た

が
、「
難
局
を
乗
り
越
え
て

こ
そ
私
だ
！

よ
し
！
こ
ん

な
こ
と
で
は
決
し
て
負
け
な

い
！
」と
自
分
に
話
し
か
け

る
毎
日
。

「
こ
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
で

く
じ
け
る
田
原
セ
イ
で
は

無
い
！
こ
ん
な
こ
と
で
負
け

な
い
」と
奮
い
立
た
せ
て
難

局
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

体
操
と
の
出
会
い
は
64

歳
の
頃
。そ
れ
ま
で
は
運
動

は
苦
手
だ
っ
た
が
、ダ
イ
ヤ

ビ
ッ
ク
ス
と
言
う
体
操
を
第

１
期
生
と
し
て
体
験
し
た
。

そ
の
後
、一
念
発
起
し
て

横
浜
市
健
康
体
操
指
導
員

と
ダ
イ
ヤ
ビ
ッ
ク
ス
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
た
。

学
校
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー・地
区
セ
ン
タ
ー・

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ・町
内
会

等
で
体
操
教
室
を
開
催
。

一般社団法人地域
コミュニティ振興協会

編

集

記

後
えがおの活動を寄付で応援！
横浜銀行　菊名支店（395）
普通　6059770　克美企画　
本 間 克 之 　どうぞ 宜しく！

info@kouhokuegao.com

克美企画　編集長 本間 克之

難
局
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
私
だ
！

港北えがお

https://kouhokuegao.com

インターネット検索は
検索窓に「港北えがお」と
打ち込んでクリックしてくださいね

田
原  

セ
イ
さ
ん

85
歳

呼
ば
れ
れ
ば
秋
田
で
も

九
州
で
も
体
操
を
教
え
に

行
き
、ひ
ば
り
会
に
所
属
し

て
普
及
活
動
を
精
力
的
に

こ
な
す
。

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
体
全

体
を
動
か
す
有
酸
素
運
動

で
、楽
し
み
な
が
ら
体
力

を
し
っ
か
り
作
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
魅
力
。

15歳の頃のセイさん

55歳 生保レディー時代

75歳の頃

48歳の頃

26
歳
の
頃
知
人
の
結
婚
式
に
参
加
し
た
時

幸
せ
で
す
か
と
聞
く
と

「
幸
せ
す
ぎ
る
く
ら
い
。最

近
は
夫
の
物
忘
れ
が
目

立
っ
て
き
た
け
れ
ど
、私
の

言
葉
掛
け
１
つ
で
穏
や
か

に
も
怒
り
っ
ぽ
く
も
な
る
。

娘
が
看
護
師
な
の
で
力
を

貸
し
て
く
れ
る
し
、こ
れ
ま

で
出
会
え
た
み
ん
な
の
お

か
げ
。子
供
を
育
て
た
甲

斐
が
あ
り
と
て
も
幸
せ
。

お
互
い
に【
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
】

と
い
う
言
葉
を
絶
対
に
忘

れ
な
い
で
生
き
て
い
ま
す
。

今
思
う
事
は
、
85
年
間

暮
ら
し
て
き
て
何一つ
無
駄

な
事
は
な
か
っ
た
こ
と
」と

語
り
ま
す
。

２
年
前
に
大
腸
が
ん
の

手
術
を
、そ
し
て
不
明
熱

に
襲
わ
れ
て
体
力
が
激
減

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

る
。そ
ん
な
と
き
こ
そ
こ

れ
ま
で
教
え
て
き
た
こ
と

を
実
践
し
て
き
た
。

辛
い
こ
と
を
乗
り
越
え

た
経
験
こ
そ
宝
物
。

今
で
も
現
役
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
、後
継
者
作

り
に
精
を
出
す
田
原
セ
イ

さ
ん
で
し
た
。

野菜 Laboは、広島県の田舎町 豊栄町
の野菜で商品づくりを行っています。

←詳しくはQRコードから
添加物・動物性食品 不使用

港北区新横浜1-18-3-501

万全の感染対策で訪問歯科診療
体調確認の徹底 飛沫の心配なし！

ココセトデンタルクリニック
訪問歯科診療のご相談は

菊名駅西口駅前　045-430-4618

スタッフは例外なく
検温・体調確認を実
施。訪問先も14日
間の体調不良を
しっかり確認して
います。

歯科では普段からマ
スク・ゴーグル。手
指衛生は完全です。
　　治療器具も徹底
　　して飛沫の心配
　　はありません。

　　口腔ケアは感染
リスクを下げること
がわかっています。
新型コロナウイルス
にも期待されます！

訪問時でも使用
した器具は持ち
帰ってクリニック内
で処分・殺菌・滅菌
処理を実施します

大倉山
あかまつ皮フ科
Okurayama Akamatsu Dermatology

☎ 045-717-8200
〒222-0037

横浜市港北区大倉山 3-26-6　三保クリニックビル 1F
 東急東横線大倉山駅よりエルム通り方面徒歩 5分

駐車場・駐輪場完備

お肌のお悩みや皮膚のトラブルなら
女性医師の当皮膚科へ

どうぞお気軽にご相談ください。

相続が発生する前に
遺言書の準備、民事 (家族 )信託、任意後見契約等の
ご相談　認知症への法律的対応・準備のご相談。

相続が発生したら
不動産の名義変更や預貯金の解約、戸籍収集等の
ご相談　お気軽にご相談下さい。

司法書士  佐伯啓輔事務所
横浜市港北区新横浜２丁目１４番地４
シルバービル　JR・横浜市営地下鉄
ブルーライン新横浜駅徒歩 5分

 E-mail　saeki@athla.jp
お電話 045－475－1279
ご自宅、その他への出張によるご相談にも対応いたします。


